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はははは    じじじじ    めめめめ    にににに    

 

 

配偶者等からの暴力は，男女共同参画社会を形成していくうえで克服すべ

き重要な課題です。京都市では，「京都市男女共同参画推進条例」（平成１

５年１２月制定）において「性別による人権侵害の禁止」を掲げるとともに，

条例に基づく計画である「第４次京都市男女共同参画計画 きょうと男女共

同参画推進プラン」（平成２３年３月策定）の重点分野の一つとして，「Ｄ

Ｖ*対策の強化」を掲げ，同プランの中に「京都市配偶者等からの暴力の防止

及び被害者支援に関する基本計画」を設けています。 

この計画に基づき，京都市のＤＶ対策の中核的施設として平成２３年１０

月に京都市ＤＶ相談支援センター（以下「市ＤＶセンター」という。）を開

設いたしました。市ＤＶセンターでは配偶者等からの暴力から逃れるだけで

なく，その後の自立生活を視野に入れた支援を行っています。また，広報・

啓発活動をはじめ，男女共同参画センター（ウィングス京都）における相談

事業の実施，京都府家庭支援総合センターや母子生活支援施設等関連施設と

の連携による被害者保護・自立支援など様々な取組を進めてきました。 

 

法や施策の整備面では，平成２５年６月２６日に議員立法により従前から

の「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」が改められ，

平成２６年１月３日の施行後は同居する交際相手からの暴力にも準用される

ようになり，さらに，同居期間は問わず，同居解消後に引き続き暴力を受け

た人も保護対象となりました。これは，近年配偶者や交際相手等からの暴力

（ＤＶ及びデートＤＶ）に関する悲惨な事件が頻発しており，つきまといや，

同居する恋人間の暴力への対策を強化するための対応策として適用対象が拡

大されたものです。 

こうした状況を踏まえ，京都市では「第４次京都市男女共同参画計画 き

ょうと男女共同参画推進プラン」の中間見直しに当たり，ＤＶに関する市民

の意識や日常生活の状況等を把握することを目的として「配偶者等からの暴

力に関する市民意識調査」を実施いたしました。 

 

この調査報告書は，本市における今後の施策展開の基礎資料となるもので

す。関係機関，団体等をはじめ市民の皆様にも広く御活用いただき，配偶者

等からの暴力のない社会の実現への一助となれば幸いに存じます。 

最後になりましたが，この調査の実施に当たり御協力をいただきました多

くの皆様に厚くお礼申し上げます。 

  

                            
* ＤＶ：配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）の略称 
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１１１１    調査実施調査実施調査実施調査実施のののの概要概要概要概要    

（１）調査目的 

配偶者等への暴力は重大な人権侵害であり，男女共同参画社会の実現を阻害するものであ

る。本調査は，京都市域における被害の実態や市民の意識等を把握し，今後の課題を明らか

にするとともに，具体的施策を検討するための基礎資料とすることを目的として実施したも

のである。 

 

（２）調査方法 

ア 調査対象者 ： 市内在住の満 20 歳以上の男女 3,000 人 

イ 抽出方法  ： 住民基本台帳（外国人データ含む）から，行政区別・年齢層別・性別人

口割合に応じた無作為抽出（平成 26 年 5月 1 日現在） 

ウ 調査方法  ： 郵送法による調査 

エ 調査期間  ： 平成 26 年 5月 30 日～6月 16 日 

 

（３）調査内容 

調 査 内 容 設 問 番 号 

ア 配偶者等からの暴力に関する考え方 問 1～問 2 

イ 被害経験 問 3～問 15 

ウ 配偶者等からの暴力を見聞きした経験 問 16～問 18 

エ 配偶者等からの暴力防止や被害者支援 問 19～問 22 

オ 回答者属性 問 23～問 27 

 

（４）回収結果 

    有効回答数（有効回答率） 1,003 人（33.4％） 

         （内   訳） 男性 389 人，女性 595 人，性別不明 19 人 

性・年齢 有効回答数  性・年齢 有効回答数 

男 

性 

20 歳代 23  

女 

性 

20 歳代 50 

30 歳代 43  30 歳代 99 

40 歳代 55  40 歳代 102 

50 歳代 73  50 歳代 95 

60 歳代 92  60 歳代 132 

70 歳以上 102  70 歳以上 116 

無回答 1  無回答 1 

計 389  計 595 
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（５）調査結果報告書の見方 

ア 図中のＮ（Number of case）は，設問に対する回答者数のことである。 

イ 回答比率（％）は回答者数（Ｎ）を 100％として算出し，小数点以下第 2 位を四捨五入

して表示しており，その結果，内訳の合計が 100.0％にならないことがある。また，複数

の回答を求める設問では，回答比率（％）の合計は 100.0％を超える。 

ウ 回答者属性別の集計においては，各属性の無回答は非表示のため，個々の数値の合計が

全体数と一致しない場合がある。 

エ 図中に次のような表示などがある場合は，複数回答を依頼した質問である。 

・ MA%（ Multiple Answer）：回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合 

・3LA%（3 Limited Answer）：回答選択肢の中からあてはまるものを 3つ以内で選択する場合 

オ 本調査では，一部，「前回調査（平成 19 年度）」及び「内閣府調査（平成 23 年度）」

との比較を行っている部分がある。 

※ 前回調査及び内閣府調査の概要は以下のとおりである。 

 

 
前回調査 

（平成 19年度） 

内閣府調査 

（平成 23年度） 

調査実施機関 京都市 内閣府 

調査対象 
京都市内居住の 20 歳以上の 

男女 5,000 人 

全国の 20歳以上の 

男女 5,000 人 

調査期間 平成19年 6月 29日～7月 18日 平成 23 年 11 月～12 月 

有効回収数 1,291 票 3,293 票 

有効回答率 25.8％ 65.9％ 

調査方法 郵送法 郵送留置訪問回収法 
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２２２２    回回回回答者答者答者答者のののの属性属性属性属性    

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.8 

59.3 

1.9 

(N=1,003)

(％)

無回答

男性

女性

7.3 

14.2 

15.7 

16.7 

22.3 

21.9 

1.9 

5.9 

11.1 

14.1 

18.8 

23.7 

26.2 

0.3 

8.4 

16.6 

17.1 

16.0 

22.2 

19.5 

0.2 

0 5 10 15 20 25 30

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

全体（N=1,003）

男性（N=389）

女性（N=595）

(％)

16.0 

16.2 

15.8 

26.7 

30.8 

28.0 

19.2 

14.7 

17.0 

24.7 

28.0 

25.5 

4.4 

3.3 

3.9 

5.9 

5.4 

5.6 

2.2 

1.5 

1.9 

1.0 

0.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=595）

男性（N=389）

全体（N=1,003)

自分一人だけの世帯(単身世帯) 夫婦(事実婚を含む)のみの世帯 親と子(一番下の子が18歳未満)の世帯

親と子(一番下の子が18歳以上)の世帯 親と子夫婦の世帯(２世代世帯) 親と子夫婦と孫の世帯(３世代世帯)

その他 無回答
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（４）就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）年収（昨年 1 年間の収入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.8 

1.8 

20.6 

16.1 

14.7 

8.1 

5.2 

6.4 

4.9 

2.6 

4.0 

8.7 

1.0 

6.9 

14.7 

19.0 

12.6 

8.5 

12.6 

9.0 

5.4 

1.5 

20.8 

2.4 

30.3 

17.5 

12.1 

5.2 

3.2 

2.5 

2.4 

0.8 

2.9 

0 5 10 15 20 25 30

働いていなかったので，

収入はない ､

自分名義の収入はない

103万円未満

103～200万円未満

200～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～700万円未満

700～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

全体（N=1,003）

男性（N=389）

女性（N=595）

(％)

18.7 

36.5 

25.2 

25.5 

10.0 

19.0 

7.7 

17.7 

11.6 

3.9 

0.3 

2.4 

1.7 

2.6 

2.0 

40.3 

30.6 

35.9 

1.3 

2.1 

1.6 

0.8 

0.3 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=595）

男性（N=389）

全体（N=1,003)

正職員・正社員 派遣社員・パート・アルバイト 自営業（農林業を含む）

家事手伝い・内職 学生 無職

その他の仕事 無回答
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３３３３    調査結果調査結果調査結果調査結果のののの概要概要概要概要    

（１）配偶者等からの暴力に関する考え方 

問１ どのような行為を暴力と思うか（P11～16） 

「されたくないのに裸の写真や動画を撮られたり，無断でインターネットに流されたり

する」を「どんな場合でも暴力にあたると思う」人は 9 割強 

一方，「交友関係や電話，メールをチェックする」を「暴力にあたるとは思わない」人が

1 割強 

   夫婦や交際中の男女間の行為について，「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が高

いのは，「されたくないのに裸の写真や動画を撮られたり，無断でインターネットに流された

りする」（男性 92.0％，女性 93.1％）となっている。 

   一方，「暴力にあたるとは思わない」の比率が高いのは，「交友関係や電話，メールをチェッ

クする」（男性 12.6％，女性 11.8％）となっており，特に 20 歳代では 23.3％に上る。 

   また，被害経験のある人はない人に比べ，すべての項目で「どんな場合でも暴力にあたると

思う」と回答している割合が低い。 

 

問２ 配偶者等からの暴力に関する認識（P17～19） 

「どんな理由があっても暴力はふるうべきではない」と考えている人が 9 割弱，そのう

ち被害経験のある人の割合が低い 

   男女共に，9割弱が「どんな理由があっても暴力はふるうべきではないと思う」（男性86.9％，

女性 88.4％）と回答する一方，約 3 人に 1 人が「暴力を受ける方にも問題があるのではないか

と思う」（男性 36.2％，女性 33.1％）と回答している。 

  被害経験の有無別で見ると，「どんな理由があっても暴力はふるうべきではないと思う」で

は，被害経験がある人で 81.7％と経験がない人（90.7％）に比べ，9 ポイント低い。一方，「暴

力を受ける方にも問題があるのではないかと思う」では，被害経験がある人で 36.7％と経験が

ない人（32.3％）に比べ，4.4 ポイント高い。 
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（２）被害経験 

問３ 被害経験の有無及び形態（P20～26） 

被害経験のある人は，女性が 3.5 割，男性が 1.5 割 

   被害経験の有無を見ると，「受けたことがある」は女性が 34.5％，男性は 16.7％と，女性は

男性の 2倍以上である。 

   女性の回答を前回調査と比較すると，被害経験のある人は，前回（31.3％）に比べて 3.2 ポ

イント高くなっている。 

被害経験のある人のうち，暴力の形態を見ると，男女ともに「身体的暴力」が 6～7 割台と

最も多く，次いで「精神的暴力」が 5～6 割台などとなっている。また，身体的暴力と精神的

暴力というように複数の形態の暴力を受けている割合は，3 種類以上が男性で 12.3％に対し，

女性では 35.6％と，23.3 ポイント女性の方が高い。 

 

問４ 暴力の継続期間（P27） 

「継続的なものではなかった」が 6 割強で最も多く，「3 年以上」の女性が 2.5 割以上 

  被害経験のある人のうち，暴力の継続期間を見ると，「継続的なものではなかった」と回答

している人が，男性で 72.3％に対し，女性で 59.5％となっている。一方，継続期間が 3 年以

上と回答した人も男性は 13.9％，女性で 24.5％いる。 

 

問５ 被害を受けたときの年齢（P28～29） 

男女共に，「30歳代」が最も多い 

  被害を受けたときの年齢を見ると，男女共に「30 歳代」（男性 41.5％，女性 48.8％）が最も

多く，次いで，女性は「20 歳代」（39.5％），男性は「40歳代」（32.3％）となっている。 

 

問６ 相手との関係（P30～31） 

8 割弱が配偶者から，交際相手からも 1割強 

 被害経験のある人のうち，相手との関係を見ると，「配偶者」が男性 78.5％，女性 78.0％，

「交際相手」が男性 10.8％，女性 17.6％となっている。 
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問７ 被害経験のある人のうちの暴力を受けたときの対応（P32～34） 

男性は「別れようとは思わなかった」が 6 割，女性は「別れようと思ったが，別れなか

った」が 4 割でそれぞれ最も多い 

 暴力を受けたときの対応を見ると，男性では「別れようとは思わなかった」が 61.5％を占め

るのに対し，女性では「別れようと思ったが，別れなかった」が 42.4％と最も多くなっている。 

 相手との関係別で見ると，「相手と別れた」と回答した人は，配偶者から暴力を受けた人が

10.6％であるのに対し，交際相手から暴力を受けた人では 32.6％となっている。交際相手から

暴力を受けた人でも「別れようと思ったが，別れなかった」又は「別れようとは思わなかった」

と回答した人が 6 割以上となっている。 

子どもの有無別で見ると，「別れようと思ったが，別れなかった」は子どものいる人（38.6％）

が子どものいない人（30.3％）を 8.3 ポイント上回っている。 

 

問８ 相手と別れなかった理由（P35～38） 

女性は「子どものことが気がかり」，「別れるほどのことではないと思った」がそれぞれ 4

割強で最も多く，男性も「別れるほどのことではないと思った」が 6 割弱を占める 

 暴力を受けたとき，相手と別れなかった理由を見ると，男女ともに「別れるほどのことでは

ないと思った」が多くなっている。また，女性では，「子どものこと（親権・子どもの意思・

環境）が気がかり」（41.1％），「経済的な不安があり，生活していくメドがたたない」（38.0％）

が 4 割前後と，男性に比べて高い割合となっている。 

   また，「別れようと思ったが，別れなかった」人と「別れようとは思わなかった」人を比較

すると，前者では，「子どものことが気がかり」が 55.6％，「経済的な不安があり，生活してい

くメドがたたない」が 46.5％に上る。一方，後者では，「別れるほどのことではないと思った」

が 64.7％と圧倒的に多い。 

 

問９ 相談の有無（P39～40） 

相談したことがある人は，男性で 1 割強，女性で 4 割弱 

   被害経験のある人のうち，誰かに相談したことがある人は，男性 12.3％，女性 36.1％  

  で，男女共に誰にも相談したことがない人の方が多い。 

子どものいる人について見ると，誰かに相談したことがある人は，暴力の状況を子どもが知

っていると回答した人（41.3％）が，子どもは知らないと回答した人（20.0％）を大きく上回

っている。 

 

問 10 相談先（P41～43） 

半数以上が「家族・親戚」，「友人・知人」 

   誰かに相談したことがあると回答した人のうち，相談先を見ると，「家族・親戚」「友人・知

人」がともに 61.4％となっており， 次いで女性では「民間の専門家や専門機関」（14.9％）と

なっている。  
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問 11 相談しなかった理由（P44～46） 

半数以上が「相談するほどのことではないと思った」 

   誰にも相談していない人のうち，相談しなかった理由を見ると，男女共に「相談するほどの

ことではないと思った」（男性 53.6％，女性 55.1％）が最も多い。 

性別で比較すると，「自分さえ我慢すれば，なんとかこのままやっていけると思った」は女

性が 28.8％で，男性（23.2％）を 5.6 ポイント上回っている。また，「自分に悪いところがあ

ると思った」は男性が 28.6％で，女性（22.9％）を 5.7 ポイント上回っている。 

 

問 12 子どもによる認知（P47～48） 

子どものいる人のうち，「子どもは見ていた，又は知っていた」は 3 割強 

   被害経験のある人のうち子どものいる人では，配偶者等からの暴力の状況について「子ども

は見ていた」が 21.9％，「子どもは見ていないが，音や声，様子から知っていた」が 11.2％と

なっており，一方で「子どもは知らなかった」は 21.2％となっている。 

 

問 13 子どもの変化（P49～50） 

「特に変化はなかった」が 6 割弱，「大人の顔色をうかがうようになった」が 2.5 割 

   子どものいる人のうち，配偶者等からの暴力による子どもの変化を見ると，「特に変化はな

かった」と回答した人が 57.4％となっている。 

一方，「大人の顔色をうかがうようになった」と回答した人は 25.0％となっており，特に，

配偶者等からの暴力の状況を「子どもが見ていた，又は知っていた」と回答した人では，38.0％

に上る。 

 

問 14 子どもへの暴力や虐待の有無（P51） 

子どもに対しても暴力や虐待が「あった」が 1.5 割 

   子どものいる人のうち，配偶者等からの暴力を受けたときに，子どもに対しても暴力や虐待

が「あった」と回答した人が 15.9％となっている。 

 

問 15 加害経験の有無及び形態（P52） 

暴力行為をしたことないが 6 割 

暴力行為を行った経験については，「暴力をしたことはない」が男性で 62.1％，女性で 59.5％

を占めている。いずれかの暴力行為を行ったことがある人は，男性では「手をあげたことがあ

る」が 14.4％，女性では「物を投げつけたり，壊したりした」が 10.2％となっている。 
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（３）配偶者等からの暴力を見聞きした経験 

問 16 見聞きした経験の有無（P53～54） 

「知っている」又は「もしかしたらと思う人がいる」と回答した人が女性で 2 割強 

   配偶者や交際相手から暴力を受けている人を「知っている」と回答した人は，男性で 10.3％

に対し，女性は 21.3％で，「知っている」又は「もしかしたらと思う人がいる」と回答した人

は女性で 23.8％となっている。 

 

問 17 被害者との関係（P55） 

「友人・知人」が 6 割 

   被害者を「知っている」又は「もしかしたら暴力を受けているかもしれないと思う人がいる」

と回答した人のうち，被害者との関係を見ると，「友人・知人」が 59.9％と最も多く，次いで

「親」が 17.7％となっている。 

 

問 18 暴力を見聞きしたときの対応（P56～58） 

「手助けした」，「手助けしなかった」が共に 4割弱 

 暴力を見聞きしたときの対応を見ると，手助けした人が 37.5％，手助けしなかった人が

39.6％となっている。 

 「手助けした」では，「暴力をふるっている人に対して，暴力をやめるよう話した」が最も

多く，男性で 32.7％に対し，女性で 17.6％と，男性の方が 15.1 ポイント高い。 
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（４）配偶者等からの暴力防止や被害者支援 

問 19 配偶者等からの暴力防止のために必要な取組（P59～62） 

「学校または大学で児童・生徒・学生に対し，暴力を防止するための教育を行う」，「家

庭で保護者が子どもに対し，暴力を防止するための教育を行う」が共に 4 割以上で最も

多い 

   配偶者等からの暴力防止のために必要な取組を見ると，男女ともに「学校または大学で児

童・生徒・学生に対し，暴力を防止するための教育を行う」，「家庭で保護者が子どもに対し，

暴力を防止するための教育を行う」が 4割台と多くなっている。 

   性別で見ると，男性では「暴力防止のための広報・啓発活動を積極的に行う」（26.5％），「地

域で，暴力防止のための研修会，イベントなどを行う」（15.7％）が女性よりも高く，女性で

は「暴力を振るったことのある者に対し，二度と繰り返さないための教育を行う」（36.1％），

「暴力を助長するおそれのある情報を取り締まる」（33.9％）が男性よりも高くなっている。 

 

問 20 被害者に必要な支援施策（P63～66） 

「暴力をふるう相手から一時的に逃れる場所の提供」が半数以上 

   被害者に必要な支援施策を見ると，男女共に「暴力をふるう相手から一時的に逃れる場所の

提供」（男性 55.8％，女性 54.8％）が最も多く，次いで「身近な相談窓口の充実」，「母子生活

支援施設やステップハウスなど，自立のための準備期間を過ごす中間的な施設の増設」が 3割

台などとなっている。 

 

問 21 京都市の施策の認知度（P67～68） 

男性は「住民基本台帳の閲覧等の制限」が 2 割強，女性は「京都市ＤＶ相談支援センタ

ーでのＤＶ専門相談やカウンセリングの実施」が 2 割弱 

  配偶者等からの暴力の防止に関する京都市の施策の認知度を見ると，男女ともに「知ってい

るものはない」が約 4 割を占めている。「住民基本台帳の閲覧等の制限」が男性 23.7％，女性

15.3％，「京都市ＤＶ相談支援センターでのＤＶ専門相談やカウンセリングの実施」が男性

18.3％，女性 18.7％となっている。 

 

問 22 配偶者暴力防止法の認知度（P69～70） 

「法律及びその趣旨を知っている」は 1割弱 

   配偶者暴力防止法の認知度を見ると，男女ともに「法律があることは知っているが，内容は

知らない」（男性 48.8％，女性 52.4％）が最も多く 5 割前後となっている。「法律があること

も，その趣旨も知っている」（男性 11.8％，女性 7.4％）は 1 割弱となっており，年齢が上が

るにつれ，認知度は高くなっている。  
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１１１１    配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力暴力暴力暴力にににに関関関関するするするする考考考考ええええ方方方方    

（１）どのような行為を暴力と思うか 

問１ あなたは，次のようなことが夫婦や交際中の男女の間で行われた場合，それを暴力だと思

いますか。  （Ａ～Ｊそれぞれ あてはまる番号１つに○） 

 

【図表 1-1 どのような行為を暴力と思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのような行為を暴力と思うかとして，主な 11 項目について尋ねたところ，「どんな場合

でも暴力にあたると思う」が「Ｆ されたくないのに裸の写真や動画を撮られたり，無断でイ

ンターネットに流されたりする」で 92.6％を占め最も多く，次いで「Ｄ いやがっているのに

性的な行為を強要する」で 77.7％，「Ｂ 物を投げつける」で 76.0％，「Ａ 手でぶったり，足

でける」で 74.8％などとなっている。一方，「暴力にあたるとは思わない」が「Ｊ 交友関係

や電話，メールをチェックする」で 12.2％と最も多い。  
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2.6 

2.1 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｋ 金の使い道を細かくチェックした

り，生活費を渡さない ・

Ｊ 交友関係や電話，メールを␣ ␣

チェックする ・

Ｉ 大声でどなる

Ｈ ｢誰のおかげで生活できるんだ｣と

か，｢かいしょうなし｣などと言う

Ｇ 何を言っても長期間無視を続ける

Ｆ されたくないのに裸の写真や動画

を撮られたり，無断でインター

ネットに流されたりする ・

Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せる ・

Ｄ いやがっているのに性的な行為を

強要する ・

Ｃ なぐるふりをして，おどす

Ｂ 物を投げつける

Ａ 手でぶったり，足でける

どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力にあたる場合もそうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない 無回答

（N=1,003）
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【図表 1-1-1 どのような行為を暴力と思うか＜平成 23 年度内閣府調査との比較＞】 

※内閣府調査との共通項目のみ比較して掲載 

Ｃ なぐるふりをして，おどす 

  

Ｄ いやがっているのに性的な行為を 

強要する 

  

Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオや 

ポルノ雑誌を見せる 

  

Ｇ 何を言っても長期間無視を続ける 

  

Ｈ ｢誰のおかげで生活できるんだ｣と 

か，｢かいしょうなし｣などと言う 

  

Ｉ 大声でどなる 

  

Ｊ 交友関係や電話，メールを 

チェックする 

  

 

  

どのような行為を暴力と思うかについて，内閣府調査（平成 23 年度実施）と比較すると，

「どんな場合でも暴力にあたると思う」という割合がいずれの項目においても京都市の方が

高くなっており，特に「Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる」で 11.1

ポイント，「Ｉ 大声でどなる」で 10.9 ポイント高い。 
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どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力にあたる場合もそうでない場合もあると思う 暴力にあたるとは思わない 無回答

（京都市：N=1,003，内閣府：N=3,293）
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【図表 1-1-2 調査年度別 どのような行為を暴力と思うか】 

Ａ 手でぶったり，足でける 

  

Ｂ 物を投げつける 

  

Ｃ なぐるふりをして，おどす 

  

Ｄ いやがっているのに性的な行為を 

強要する 

  

Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオや 

ポルノ雑誌を見せる 

  

Ｇ 何を言っても長期間無視を続ける 

  

Ｈ ｢誰のおかげで生活できるんだ｣と 

か，｢かいしょうなし｣などと言う 

  

Ｉ 大声でどなる 

  

Ｊ 交友関係や電話，メールを 

チェックする 

  

Ｋ 金の使い道を細かくチェック 

したり，生活費を渡さない 

  

 

  

＊『Ｆ されたくないのに裸の写真や動画を撮られたり，無断でインターネットに流されたりする』は新規項目のため非表示 

どのような行為を暴力と思うかについて，前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，「ど

んな場合でも暴力にあたると思う」という割合が，概ねいずれの項目においても高くなる傾

向にあり，特に「Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる」で 10 ポイント，

「Ｄ いやがっているのに性的な行為を強要する」で 6.6 ポイント，「Ｇ 何を言っても長期間

無視を続ける」で 5.4 ポイントと，それぞれ前回と比べて高い。  
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今回

(平成26年度)

前回

(平成19年度)
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どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力にあたる場合もそうでない場合もあると思う 暴力にあたるとは思わない 無回答

（今回：N=1,003，前回：N=1,291）
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【図表 1-1-3 性別 どのような行為を暴力と思うか】 

Ａ 手でぶったり，足でける 

  

Ｂ 物を投げつける 

  

Ｃ なぐるふりをして，おどす 

  

Ｄ いやがっているのに性的な行為を 

強要する 

  

Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオや 

ポルノ雑誌を見せる 

  

Ｆ されたくないのに裸の写真や動画 

を撮られたり，無断でインター 

ネットに流されたりする 

  

Ｇ 何を言っても長期間無視を続ける 

  

Ｈ ｢誰のおかげで生活できるんだ｣と 

か，｢かいしょうなし｣などと言う 

  

Ｉ 大声でどなる 

  

Ｊ 交友関係や電話，メールを 

チェックする 

  

Ｋ 金の使い道を細かくチェック 

したり，生活費を渡さない 

  

 

  

性別にどのような行為を暴力と思うかを見ると，「どんな場合でも暴力にあたると思う」が，

「Ｆ されたくないのに裸の写真や動画を撮られたり，無断でインターネットに流されたりす

る」で男性 92.0％，女性 93.1％を占め最も多くなっている。次いで，男性では「Ａ 手でぶ

ったり，足でける」で 78.1％，女性では「Ｄ いやがっているのに性的な行為を強要する」で

78.3％と，それぞれ次いで多くなっている。また，多くの項目で女性の方が認識の割合が男

性を上回っている。  
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どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力にあたる場合もそうでない場合もあると思う 暴力にあたるとは思わない 無回答

（男性：N=389，女性：N=595）
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【図表 1-1-3 年齢別 どのような行為を暴力と思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にどのような行為を暴力と思うかを見ると，20 歳代では「暴力にあたる場合とそう

でない場合がある」と回答した割合が「Ａ 手でぶったり，足でける」（38.4％），「Ｂ 物を投

げつける」（24.7％），「Ｃ なぐるふりをして，おどす」（38.4％）といった暴力に関して，他

の年齢層に比べて高くなっており，暴力に対する認識があいまいな傾向がある。 

また，年齢が高くなるにつれて，どういった種類でも「どんな場合でも暴力にあたると思

う」と認識できているが，70 歳以上では「暴力にあたるとは思わない」及び無回答層が，概

ねいずれの項目においても多い傾向にある。  
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20歳代   61.6   38.4    0.0    0.0 20歳代   60.3   31.5    8.2    0.0

30歳代   72.5   27.5    0.0    0.0 30歳代   53.5   40.8    5.6    0.0

40歳代   78.3   20.4    0.0    1.3 40歳代   56.1   34.4    8.3    1.3

50歳代   79.2   19.0    0.6    1.2 50歳代   60.1   29.2    8.3    2.4

60歳代   79.0   20.1    0.4    0.4 60歳代   56.7   37.5    4.5    1.3

70歳以上   70.5   22.7    2.3    4.5 70歳以上   36.8   46.8    9.1    7.3

20歳代   74.0   24.7    1.4    0.0 20歳代   61.6   30.1    8.2    0.0

30歳代   76.8   23.2    0.0    0.0 30歳代   52.8   42.3    4.9    0.0

40歳代   78.3   20.4    0.0    1.3 40歳代   59.2   36.3    3.2    1.3

50歳代   82.7   14.9    1.2    1.2 50歳代   60.7   35.1    3.0    1.2

60歳代   76.8   21.0    0.9    1.3 60歳代   62.9   31.7    4.5    0.9

70歳以上   68.2   23.2    2.7    5.9 70歳以上   47.3   39.1    6.8    6.8

20歳代   58.9   38.4    2.7    0.0 20歳代   42.5   50.7    6.8    0.0

30歳代   71.1   24.6    4.2    0.0 30歳代   55.6   36.6    7.0    0.7

40歳代   70.7   25.5    1.9    1.9 40歳代   54.1   38.9    5.7    1.3

50歳代   63.7   30.4    3.6    2.4 50歳代   58.9   37.5    3.0    0.6

60歳代   61.6   32.6    4.9    0.9 60歳代   57.1   37.9    4.0    0.9

70歳以上   41.8   38.6   12.3    7.3 70歳以上   41.4   44.5    7.3    6.8

20歳代   78.1   21.9    0.0    0.0 20歳代   32.9   43.8   23.3    0.0

30歳代   85.9   12.7    1.4    0.0 30歳代   35.9   50.0   14.1    0.0

40歳代   80.9   15.9    1.3    1.9 40歳代   33.1   50.3   15.3    1.3

50歳代   84.5   13.7    1.2    0.6 50歳代   49.4   41.7    7.1    1.8

60歳代   78.1   17.9    2.7    1.3 60歳代   46.4   43.8    7.6    2.2

70歳以上   64.1   25.5    4.1    6.4 70歳以上   36.4   41.4   13.6    8.6

20歳代   69.9   20.5    9.6    0.0 20歳代   41.1   49.3    9.6    0.0

30歳代   69.0   27.5    3.5    0.0 30歳代   49.3   40.8    9.9    0.0

40歳代   68.8   22.3    7.0    1.9 40歳代   46.5   42.0   10.2    1.3

50歳代   67.9   27.4    4.2    0.6 50歳代   57.7   33.9    6.5    1.8

60歳代   71.9   21.0    5.4    1.8 60歳代   54.5   37.9    4.9    2.7

70歳以上   57.7   25.9    8.2    8.2 70歳以上   42.3   40.0   10.5    7.3

20歳代   91.8    4.1    4.1    0.0

30歳代   96.5    3.5    0.0    0.0

40歳代   92.4    3.8    2.5    1.3

50歳代   95.2    2.4    1.8    0.6

60歳代   95.1    2.7    0.9    1.3

70歳以上   86.4    4.1    2.7    6.8

Ｆ されたくないのに

　 裸の写真や動画を

   撮られたり，無断

   でインターネット

   に流されたりする

Ｅ 見たくないのに，

   ポルノビデオやポ

   ルノ雑誌を見せる

　・20歳代 N=74

　・30歳代 N=142

　・40歳代 N=157

　・50歳代 N=167

　・60歳代 N=224

　・70歳以上 N=220

Ａ 手でぶったり，

   足でける

Ｂ 物を投げつける

Ｃ なぐるふりをし

   て，おどす

Ｄ いやがっているの

   に性的な行為を強

   要する

Ｊ 交友関係や電話，

   メールをチェック

   する

Ｋ 金の使い道を細か

   くチェックした

   り，生活費を渡さ

   ない

Ｇ 何を言っても長期

   間無視を続ける

Ｈ「誰のおかげで生活

   できるんだ」と

   か，「かいしょう

   なし」などと言う

Ｉ 大声でどなる
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【図表 1-1-4 被害経験の有無別 どのような行為を暴力と思うか 

Ａ 手でぶったり，足でける 

  

Ｂ 物を投げつける 

  

Ｃ なぐるふりをして，おどす 

  

Ｄ いやがっているのに性的な行為を 

強要する 

  

Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオや 

ポルノ雑誌を見せる 

  

Ｆ されたくないのに裸の写真や動画 

を撮られたり，無断でインター 

ネットに流されたりする 

  

Ｇ 何を言っても長期間無視を続ける 

  

Ｈ ｢誰のおかげで生活できるんだ｣と 

か，｢かいしょうなし｣などと言う 

  

Ｉ 大声でどなる 

  

Ｊ 交友関係や電話，メールを 

チェックする 

  

Ｋ 金の使い道を細かくチェック 

したり，生活費を渡さない 

  

 

  

被害経験の有無別にどのような行為を暴力と思うかを見ると，「どんな場合でも暴力にあた

ると思う」が，いずれの項目においても被害経験がないという人の方が割合が高くなってい

る。特に，「Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる」で 12.1 ポイント，「Ｃ 

なぐるふりをして，おどす」で 9.2 ポイント，「Ｂ 物を投げつける」で 8.8 ポイント，「Ｄ い

やがっているのに性的な行為を強要する」で 8ポイントの差がある。  
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どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力にあたる場合もそうでない場合もあると思う 暴力にあたるとは思わない 無回答

（ある：N=278，ない：N=592）
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（２）配偶者等からの暴力に関する認識 

問２ 夫婦や交際中の男女間の暴力についてどのように思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 1-2 配偶者等からの暴力に関する認識（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力に関する認識としては，「どんな理由があっても暴力はふるうべきでは

ないと思う」が男性で 86.9％，女性で 88.4％とともに最も多い。次いで「暴力をふるう相手

とは別れたらいいと思う」が男性で 56.6％，女性で 61.5％となっている。また，男性では「暴

力は個人的な問題ではなく，社会的な対策が必要な問題だと思う」（30.6％）が女性に比べて

低く，「暴力を受ける方にも問題があるのではないかと思う」（36.2％），「夫婦（交際中の男

女）間のケンカの一種で暴力にはあたらないと思う」（11.3％）が女性を上回っている。 

 

  

87.7 

34.4 

35.8 
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33.1 
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61.5 

5.2 

0.8 

0 20 40 60 80 100

どんな理由があっても暴力はふるう

べきではないと思う ・

暴力を受ける方にも問題があるので

はないかと思う ・

暴力をふるう人は異常な人だと思う

夫婦(交際中の男女)間のケンカの・

一種で暴力にはあたらないと思う・

暴力は個人的な問題ではなく，・・

社会的な対策が必要な問題だと思う

暴力をふるう相手とは別れたらいい

と思う ・

その他

無回答

全体（N=1,003）

男性（N=389）

女性（N=595）

(MA%)
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【図表 1-2-1 調査年度別 配偶者等からの暴力に関する認識（複数回答）＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力に関する認識について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19年度）

と比較してもさほど大きな差は見られないが，「暴力は個人的な問題ではなく，社会的な対策

が必要な問題だと思う」が前回に比べて 4.2 ポイント増加しており，「暴力を受ける方にも問

題があるのではないかと思う」が 2.3 ポイント減少している。 

 

【図表 1-2-2 年齢別 配偶者等からの暴力に関する認識（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別に配偶者等からの暴力に関する認識を見ると，いずれの年代も「どんな理由があっ

ても暴力はふるうべきではないと思う」が 8～9 割台となっており，特に 60 歳代で 92.4％と

最も高い。一方，「暴力を受ける方にも問題があるのではないかと思う」が 70 歳以上で 55.5％

と，他の年齢層に比べて高くなっている。  
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    73     61     20     23      7     28     39      4      0

 100.0   83.6   27.4   31.5    9.6   38.4   53.4    5.5    0.0

   142    121     44     38      7     49     90      6      2

 100.0   85.2   31.0   26.8    4.9   34.5   63.4    4.2    1.4

   157    139     46     62     11     67     94      7      2

 100.0   88.5   29.3   39.5    7.0   42.7   59.9    4.5    1.3

   168    151     51     60     16     67    106      9      1

 100.0   89.9   30.4   35.7    9.5   39.9   63.1    5.4    0.6

   224    207     56     79     24     73    138      9      2

 100.0   92.4   25.0   35.3   10.7   32.6   61.6    4.0    0.9

   220    185    122     89     39     72    121     16      2

 100.0   84.1   55.5   40.5   17.7   32.7   55.0    7.3    0.9
70歳以上

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代
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【図表 1-2-3 被害経験の有無別 配偶者等からの暴力に関する認識（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験の有無別に配偶者等からの暴力に関する認識を見ると，「どんな理由があっても暴

力はふるうべきではないと思う」が被害経験がない人で 90.7％と，被害経験がある人（81.7％）

に比べて 9 ポイント高くなっている。一方，被害経験がある人では「夫婦（交際中の男女）

間のケンカの一種で暴力にはあたらないと思う」（15.5％）と認識する割合が高くなり，「暴

力を受ける方にも問題があるのではないかと思う」（36.7％）と考える割合が被害経験がない

人に比べて高い。 

 

 

【図表 1-2-4 被害を受けた際の相談の有無別 配偶者等からの暴力に関する認識（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害を受けた際の相談の有無別に配偶者等からの暴力に関する認識を見ると，相談したこ

とがある人では「どんな理由があっても暴力はふるうべきではないと思う」が 90.4％と，相

談したことはない人（76.7％）に比べて 13.7 ポイント高くなっている。 
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   278    227    102     96     43    102    157     26      3

 100.0   81.7   36.7   34.5   15.5   36.7   56.5    9.4    1.1

   592    537    191    210     41    217    367     22      4

 100.0   90.7   32.3   35.5    6.9   36.7   62.0    3.7    0.7

被害経験がある

被害経験がない

 （上段：人，下段：％）
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    83     75     29     36      9     37     51      8      0

 100.0   90.4   34.9   43.4   10.8   44.6   61.4    9.6    0.0

   180    138     65     55     29     63     97     18      3

 100.0   76.7   36.1   30.6   16.1   35.0   53.9   10.0    1.7

相談したことがある

相談したことはない
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２２２２    被害経験被害経験被害経験被害経験    

（１）被害経験の有無及び形態 

問３ 男性も含めて全ての方にお伺いします。あなたには，配偶者や交際相手から次のようなこ

とをされた経験がありますか。  （あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 2-1 被害経験の有無及び形態（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.5 

14.8 

9.1 

12.3 

5.2 

2.4 

11.4 

6.3 

4.9 

4.2 

4.6 

3.9 

2.8 

4.3 

1.9 

0.4 

3.5 

13.3 

63.2 

7.7 

4.4 

6.9 

2.3 

1.0 

6.4 

6.2 

0.5 

2.6 

2.3 

1.0 

1.5 

0.8 

0.0 

0.3 

5.1 

14.9 

50.9 

19.0 

11.9 

15.6 

7.2 

3.2 

14.6 

6.4 

7.9 

5.2 

6.2 

5.9 

3.7 

6.4 

3.2 

0.5 

2.5 

12.1 

0 10 20 30 40 50 60 70

1 以下のようなこと(暴力)を受けたことはない

2 手をあげられたことがある

3 なぐられたり，けられたりした

4 物を投げつけられたり，壊されたりした

5 子どもの目の前で暴力をふるわれたり，子どもに・

暴力をふるわれた ・

6 暴力によってケガをし，医者にかかったことがある

7 ｢バカだ｣｢変だ｣｢何も知らない｣あるいは｢父親 ・

(母親)失格だ｣｢家計のやりくりが下手だ｣｢おれ・

(私)が養ってやっている｣などとののしられた ・

8 何を言ってもしても，無視された

9 病気の時や妊娠中に冷たくされた

10 悪くもないのに謝らされるなど，したくないことを

強制された ・

11 実家の親・きょうだい，友人との付き合いをいやが

られたり，禁止された ・

12 外出を制限されたり，電話をチェックされたり，・

手紙を開封されたりした ・

13 金の使い道を細かくチェックされたり，生活費を・

渡されなかったりした ・

14 異性関係を疑われたり，気がすすまないと伝えてい

るのにセックスさせられた ・

15 避妊に協力してくれなかったり，中絶を強要された

16 その他

17 配偶者や交際相手がいたことがない

18 無回答

全体（N=1,003）

男性（N=389）

女性（N=595）

(MA%)
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■ ア 被害経験の有無 

 

【図表 2-1-1 被害経験の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「受けたことはない」：問 3 で「以下のようなこと(暴力)を受けたことはない」 

または「配偶者や交際相手がいたことがない」と回答  

「受けたことがある」：問 3 で上記以外のいずれかと回答           

被害経験の有無を見ると，「受けたことがある」が男性で 16.7％であるのに対し，女性で

34.5％と，倍以上の差が見られる。 

また，暴力の形態の内訳で見ると，女性では「手をあげられたことがある」が 19.0％と最

も多く，次いで「物を投げつけられたり，壊されたりした」が 15.6％，「『バカだ』『変だ』『何

も知らない』あるいは『父親(母親)失格だ』『家計のやりくりが下手だ』『おれ(私)が養って

やっている』などとののしられた」が 14.6％などとなっている。一方，男性においても「手

をあげられたことがある」が 7.7％と最も多い。 

 

 

【図表 2-1-2 調査年度別 被害経験の有無＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験の有無について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，

「受けたことがある」が前回に比べて 3.2 ポイント増加している。 

 

  

34.5 

16.7 

27.7 

53.4 

68.4 

59.0 

12.1 

14.9 

13.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

（N=595）

男性

（N=389）

全体

（N=1,003）

受けたことがある 受けたことはない 無回答

31.3 

34.5 

56.8 

53.4 

11.9 

12.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

・女性（N=808）

今回(平成26年度)

・女性（N=595）

受けたことがある 受けたことはない 無回答
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【図表 2-1-3 性・年齢別 被害経験の有無】 

20 歳代 

  

30 歳代 

  

40 歳代 

  

50 歳代 

  

60 歳代 

  

70 歳以上 

  

 

 

性・年齢別に被害経験の有無を見ると，「受けたことがある」割合はいずれの年齢層におい

ても女性の方が高く，特に 50 歳代で 41.1％，40 歳代で 40.2％をそれぞれ占めている。一方，

男性では最も高いところでも 30 歳代で 25.6％となっている。 

  

30.2 

13.7 

37.1 

19.6 

41.1 

17.8 

40.2 

12.7 

28.3 

25.6 

26.0 

8.7 

47.4 

55.9 

44.7 

68.5 

52.6 

72.6 

52.9 

72.7 

64.6 

74.4 

72.0 

87.0 

22.4 

30.4 

18.2 

12.0 

6.3 

9.6 

6.9 

14.5 

7.1 

0.0 

2.0 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=116)

男性（N=102)

女性（N=132)

男性（N=92）

女性（N=95）

男性（N=73）

女性（N=102)

男性（N=55）

女性（N=99）

男性（N=43）

女性（N=50）

男性（N=23）

受けたことがある 受けたことはない 無回答
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【図表 2-1-4 性・職業別 被害経験の有無】 

正職員・正社員 

  

派遣社員・ 
パート・アルバイト 

  

自営業 
（農林業を含む） 

  

家事手伝い・内職 

  

学生 

  

無職 

  

その他の仕事 

  

 

 

性・職業別に被害経験の有無を見ると，「受けたことがある」割合は，「自営業（農林業を

含む）」の女性で 41.3％，「派遣社員・パート・アルバイト」の女性で 40.8％と高くなってい

る。一方，男性では「正職員・正社員」で 19.0％と最も高い。また，「学生」の被害経験につ

いて，女性では「受けたことがある」が 20.0％（10 人中 2 人）に対し，男性では「受けたこ

とはない」が 100.0％（10 人中全員）となっている。 

 

 

  

62.5 

12.5 

30.4 

16.8 

20.0 

0.0 

34.8 

0.0 

41.3 

14.5 

40.8 

17.9 

31.5 

19.0 

25.0 

87.5 

53.8 

60.5 

70.0 

100.0 

56.5 

0.0 

45.7 

68.1 

50.0 

59.0 

61.3 

74.6 

12.5 

0.0 

15.8 

22.7 

10.0 

0.0 

8.7 

100.0 

13.0 

17.4 

9.2 

23.1 

7.2 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=8）

男性（N=8）

女性（N=240)

男性（N=119)

女性（N=10）

男性（N=10）

女性（N=23）

男性（N=1）

女性（N=46）

男性（N=69）

女性（N=152)

男性（N=39）

女性（N=111)

男性（N=142)

受けたことがある 受けたことはない 無回答
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■ イ 受けた暴力の形態 

 

【図表 2-1-5 性別 暴力の形態（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力被害を受けたことのある人のうち，暴力の形態としては，「身体的暴力」が男性で 69.2％，

女性で 75.6％とともに最も多く，次いで「精神的暴力」が男性で 63.1％，女性で 58.0％とな

っている。 

また，「精神的暴力」では男性の方が割合が高くなっているものの，そのほかの項目ではい

ずれも女性の方が高く，特に「性的暴力」で 19.8 ポイント，「社会的暴力」で 10.4 ポイント

の差が見られる。 

 

 ＊『暴力の形態』は問 3の選択肢を下記のように分類している  

○身体的暴力：「2 手をあげられたことがある」，「3 なぐられたり，けられたりした」，「4 物を投げつけられたり，

壊されたりした」，「6 暴力によってケガをし，医者にかかったことがある」 

○精神的暴力：「7『バカだ』『変だ』『何も知らない』あるいは『父親(母親)失格だ』『家計のやりくりが下手だ』『お

れ(私)が養ってやっている』などとののしられた」，「8 何を言ってもしても，無視された」，「9 病気

の時や妊娠中に冷たくされた」，「10 悪くもないのに謝らされるなど，したくないことを強制された」 

○社会的暴力：「11 実家の親・きょうだい，友人との付き合いをいやがられたり，禁止された」，「12 外出を制限さ

れたり，電話をチェックされたり，手紙を開封されたりした」 

○経済的暴力：「13 金の使い道を細かくチェックされたり，生活費を渡されなかったりした」 

○子どもを巻き添えにした暴力：「5 子どもの目の前で暴力をふるわれたり，子どもに暴力をふるわれた」 

○性的暴力 ：「14 異性関係を疑われたり，気がすすまないと伝えているのにセックスさせられた」，「15 避妊に協

力してくれなかったり，中絶を強要された」 
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その他

全体（N=278）

男性（N=65）

女性（N=205）

(MA%)
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【図表 2-1-6 調査年度別 暴力の形態（複数回答）＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力の形態について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19年度）と比較してもさほど

大きな差は見られないが，「身体的暴力」，「精神的暴力」，「性的暴力」において，前回に比べ

て 1～2 ポイント程度増加している。 

 

 

【図表 2-1-7 被害時の年齢別 暴力の形態（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害時の年齢別に暴力の形態を見ると，「身体的暴力」が 20 歳代で 82.2％，「精神的暴力」

が 40 歳代で 80.0％と，それぞれ最も多くなっている。 

なお，10 歳代で被害を受けたことがある 13 人のうち，6人が「社会的暴力」，5 人が「性的

暴力」を受けたと回答している。 
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その他

今回(平成26年度)

・女性（N=205）

前回(平成19年度)

・女性（N=253）

(MA%)

 （上段：人，下段：％）
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    13      9      7      6      4      3      5      0

 100.0   69.2   53.8   46.2   30.8   23.1   38.5    0.0

   101     83     58     33     16     22     29      1

 100.0   82.2   57.4   32.7   15.8   21.8   28.7    1.0

   129     95     88     40     17     33     32      3

 100.0   73.6   68.2   31.0   13.2   25.6   24.8    2.3

    80     55     64     15     10     17     16      3

 100.0   68.8   80.0   18.8   12.5   21.3   20.0    3.8

    44     29     32     10      3     10      9      3

 100.0   65.9   72.7   22.7    6.8   22.7   20.5    6.8

    22     16     14      5      3      5      0      0

 100.0   72.7   63.6   22.7   13.6   22.7    0.0    0.0
60歳以上

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代
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■ ウ 受けた暴力の種類 

 

【図表 2-1-8 性別 受けた暴力の種類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊『受けた暴力の種類』は，『暴力の形態』における 6形態に「その他」を加えた計 7種類により算出している  

暴力被害を受けたことのある人の受けた暴力の種類を見ると，3 種類以上の暴力を受けてい

る割合が男性で 12.3％，女性で 35.6％と，複数の形態で暴力を受けている場合に差が見られ

る。 

 

 

 

【図表 2-1-9 調査年度別 受けた暴力の種類＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

受けた暴力の種類について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，

「2 種類」が 25.7％から 4.7 ポイント減少し，「1 種類」が 39.9％から 3.5 ポイント増加して

いる。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=205）

男性（N=65）

全体（N=278）

1種類 2種類 3種類 4種類 5種類 6種類 ※7種類は全体で0件

39.9 

43.4 

25.7 

21.0 

17.4 

18.5 

10.3 

9.3 

4.0 

6.3 

2.8 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

・女性（N=253）

今回(平成26年度)

・女性（N=205）

1種類 2種類 3種類 4種類 5種類 6種類 ※7種類はともに0件
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（２）暴力の継続期間 

問４ 問３のような経験がある場合，それらの行為はどのくらいの期間続きましたか（続いてい

ますか）。  （あてはまるもの１つに○） 

 

【図表 2-2 暴力の継続期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験があるという人の暴力の継続期間としては，性別で見ると，「継続的なものではな

かった」が男性で 72.3％に対し，女性で 59.5％と，男性の方が 12.8 ポイント高くなってい

る。一方，3 年以上続いているという割合は，男性で 13.9％に対し，女性で 24.5％と，女性

の方が 10.6 ポイント高い。 

 

 

【図表 2-2-1 調査年度別 暴力の継続期間＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力の継続期間について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，

5 年以上続いているという割合が，前回 21.7％に対し，今回 19.1％と，2.6 ポイント減少し

ている。 

 

 

  

59.5 

72.3 

61.9 

5.4 

4.6 

5.0 

6.8 

6.2 

6.5 

5.4 

0.0 

4.0 

5.4 

4.6 

5.0 

8.3 

3.1 

6.8 

5.4 

6.2 

5.8 

3.9 

3.1 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=205）

男性（N=65）

全体（N=278）

継続的なものではなかった 1年未満 1年～3年未満 3年～5年未満

5年～10年未満 10年～20年未満 20年以上 無回答

60.1 

59.5 

6.7 

5.4 

6.3 

6.8 

3.2 

5.4 

7.1 

5.4 

5.5 

8.3 

9.1 

5.4 

2.0 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

・女性（N=253）

今回(平成26年度)

・女性（N=205）

継続的なものではなかった 1年未満 1年～3年未満 3年～5年未満

5年～10年未満 10年～20年未満 20年以上 無回答



第２章 調査結果の分析 ～２ 被害経験～ 

- 28 - 

 

（３）被害を受けたときの年齢 

問５ 問３のような行為を受けた（受けている）ときの，あなたの年齢はいくつでした（です）

か。  （あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 2-3 被害を受けたときの年齢（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験があるという人の被害を受けた時の年齢としては，「30 歳代」が男性で 41.5％，

女性で 48.8％とともに最も多くなっている。次いで，男性では「40 歳代」で 32.3％，女性で

は「20歳代」で 39.5％などとなっている。また，「20 歳代」においては，男性は 29.2％とな

っており，女性の方が 10.3 ポイント高い。 

 

  

4.7 

36.3 

46.4 

28.8 

15.8 

7.9 

4.0 

7.7 

29.2 

41.5 

32.3 

18.5 

7.7 

3.1 

3.9

39.5

48.8

28.3

15.6

7.3

2.9

0 10 20 30 40 50

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

全体（N=278）

男性（N=65）

女性（N=205）

(MA%)
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【図表 2-3-1 調査年度別 被害を受けたときの年齢（複数回答）＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害を受けた時の年齢について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較す

ると，いずれの年齢層も減少傾向にあり，特に「40 歳代」で 45.4％から 17.1 ポイント，「60

歳以上」で 22.4％から 15.1 ポイント，「50 歳代」で 26.2％から 10.6 ポイント減少している。 

 

 

【図表 2-3-2 性・年齢別 被害を受けたときの年齢（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別に被害を受けた時の年齢を見ると，被害を受けた時の年齢として，女性では，

概ね「30歳代」の時に受けたという割合が最も高くなっている。  

3.9 

39.5 

48.8 

28.3 

15.6 

7.3 

8.3 

40.7 

56.0 

45.4 

26.2 

22.4 

0 20 40 60

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

今回(平成26年度)

・女性（N=205）

前回(平成19年度)

・女性（N=253）

(MA%)

 
（上段：人，下段：％）

調査数 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
60歳

以上
無回答

     2      0      2      -      -      -      -      0

 100.0    0.0  100.0      -      -      -      -    0.0

    11      1      6      8      -      -      -      0

 100.0    9.1   54.5   72.7      -      -      -    0.0

     7      0      3      3      4      -      -      0

 100.0    0.0   42.9   42.9   57.1      -      -    0.0

    13      2      5      7      5      4      -      0

 100.0   15.4   38.5   53.8   38.5   30.8      -    0.0

    18      1      2      7      8      3      1      1

 100.0    5.6   11.1   38.9   44.4   16.7    5.6    5.6

    14      1      1      2      4      5      4      1

 100.0    7.1    7.1   14.3   28.6   35.7   28.6    7.1

    13      4     12      -      -      -      -      0

 100.0   30.8   92.3      -      -      -      -    0.0

    28      2     19     13      -      -      -      1

 100.0    7.1   67.9   46.4      -      -      -    3.6

    41      1     14     28     13      -      -      0

 100.0    2.4   34.1   68.3   31.7      -      -    0.0

    39      1     16     22     20     12      -      0

 100.0    2.6   41.0   56.4   51.3   30.8      -    0.0

    49      0     14     23     13     13      9      2

 100.0    0.0   28.6   46.9   26.5   26.5   18.4    4.1

    35      0      6     14     12      7      6      3

 100.0    0.0   17.1   40.0   34.3   20.0   17.1    8.6

女

性

男

性

20歳代

20歳代

30歳代

30歳代

40歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

50歳代

70歳以上

60歳代
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（４）相手との関係 

問６ あなたに問３の 2～16 のような行為を行った相手は，あなたから見てどのような関係に 

あった（ある）人ですか。当時の関係でお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 2-4 相手との関係（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験がある人に相手との関係を尋ねたところ，男女問わず「配偶者」（男性 78.5％，女

性 78.0％）が最も多い。次いで「交際相手」（男性 10.8％，女性 17.6％）となっている。 

 

 

【図表 2-4-1 調査年度別 相手との関係（複数回答）＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手との関係について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，「交

際相手」が 16.2％から 1.4 ポイント増加し，「同棲相手」が 5.1％から 1.2 ポイント減少して

いる。  

78.0 

3.9 

17.6 

2.0 

78.3 

5.1 

16.2 

2.8 

0 20 40 60 80

配偶者

同棲相手

交際相手

その他

今回(平成26年度)

・女性（N=205）

前回(平成19年度)

・女性（N=253）

(MA%)

77.7 

4.0 

15.5 

2.9 

4.0 

78.5 

4.6 

10.8 

6.2 

1.5 

78.0 

3.9 

17.6 

2.0 

3.4 

0 20 40 60 80

配偶者

同棲相手

交際相手

その他

無回答

全体（N=278）

男性（N=65）

女性（N=205）

(MA%)
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【図表 2-4-2 被害時の年齢別 相手との関係（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害時の年齢別に相手との関係を見ると，「配偶者」が 40 歳代で 93.8％，50 歳代で 93.2％，

30 歳代で 89.9％となっている。一方，「交際相手」は 20 歳代で 31.7％見られ，10 歳代にお

いても 13人中 7人が被害を受けたと回答している。 

 

 

【図表 2-4-3 相手との関係別 暴力行為の形態（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手との関係別に暴力行為の形態を見ると，交際の形態にかかわらず「身体的暴力」が最

も多い。次いで「精神的暴力」となっており，配偶者では「社会的暴力」，交際相手では「性

的暴力」がそれぞれ続く。 

 

 

  

 （上段：人，下段：％）

調査数 配偶者
同棲

相手

交際

相手
その他 無回答

    13      4      2      7      2      0

 100.0   30.8   15.4   53.8   15.4    0.0

   101     70      6     32      2      0

 100.0   69.3    5.9   31.7    2.0    0.0

   129    116      5     13      -      1

 100.0   89.9    3.9   10.1      -    0.8

    80     75      3      3      -      2

 100.0   93.8    3.8    3.8      -    2.5

    44     41      1      1      1      1

 100.0   93.2    2.3    2.3    2.3    2.3

    22     17      0      0      4      1

 100.0   77.3    0.0    0.0   18.2    4.5
60歳以上

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

 （上段：人，下段：％）

調

査

数

身

体

的

暴

力

精

神

的

暴

力

社

会

的

暴

力

経

済

的

暴

力

子

ど

も

を

巻

き

添

え

に

し

た

暴

力

性

的

暴

力

そ

の

他

   216    161    135     53     22     48     38      3

 100.0   74.5   62.5   24.5   10.2   22.2   17.6    1.4

    11      6      5      4      2      1      4      0

 100.0   54.5   45.5   36.4   18.2    9.1   36.4    0.0

    43     34     23     12      6      2     16      1

 100.0   79.1   53.5   27.9   14.0    4.7   37.2    2.3

配偶者

同棲相手

交際相手
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（５）被害経験のある人のうちの暴力を受けたときの対応 

問７ あなたは，問３の 2～16 のような行為を受けたとき，どうしましたか。 

（あてはまるもの１つに○） 

 

【図表 2-5 暴力を受けたときの対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験がある人のうちの暴力を受けたときの対応としては，被害経験のある男性では「別

れようとは思わなかった」が 61.5％を占めるのに対し，被害経験のある女性では「別れよう

と思ったが，別れなかった」が 42.4％と最も高くなっている。 

 

 

【参考】平成 23 年度内閣府調査『暴力を受けたときの対応』 

≪配偶者から暴力を受けたときの対応≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪交際相手から暴力を受けたときの対応≫ 

 

 

 

 

 

 

  

14.6 

12.3 

13.7 

42.4 

16.9 

35.6 

37.1 

61.5 

42.8 

5.9 

9.2 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=205）

男性（N=65）

全体（N=278）

相手と別れた 別れようと思ったが，別れなかった 別れようとは思わなかった 無回答

5.6 

5.5 

5.6 

49.1 

27.4 

42.1 

34.2 

49.8 

39.2 

11.0 

17.4 

13.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=219）

男性（N=462）

全体（N=681）

相手と別れた 別れようと思ったが，別れなかった 別れようとは思わなかった 無回答

46.6 

33.3 

43.1 

41.8 

41.2 

41.6 

8.9 

25.5 

13.2 

2.7 

0.0 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=146）

男性（N=51）

全体（N=197）

相手と別れた 別れようと思ったが，別れなかった 別れようとは思わなかった 無回答
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【図表 2-5-1 調査年度別 暴力を受けたときの対応＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力を受けたときの対応について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較

すると，「相手と別れた」が前回に比べて 2.4 ポイント減少している。 

 

 

【図表 2-5-2 被害時の年齢別 暴力を受けたときの対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害時の年齢別に暴力を受けたときの対応を見ると，「別れようとは思わなかった」が 50

歳代で 50.0％，「別れようと思ったが，別れなかった」が 40 歳代で 47.5％と，それぞれ最も

高くなっている。一方，「別れた」は 20歳代で 24.8％と最も高い。 

 

  

0.0 

2.3 

5.0 

11.6 

24.8 

15.4 

40.9 

38.6 

47.5 

37.2 

34.7 

30.8 

40.9 

50.0 

43.8 

46.5 

37.6 

30.8 

18.2 

9.1 

3.8 

4.7 

3.0 

23.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60歳以上（N=22)

50歳代（N=44）

40歳代（N=80）

30歳代（N=129）

20歳代（N=101）

10歳代（N=13）

相手と別れた 別れようと思ったが，別れなかった 別れようとは思わなかった 無回答

17.0 

14.6 

41.9 

42.4 

37.2 

37.1 

4.0 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

・女性（N=253）

今回(平成26年度)

・女性（N=205）

相手と別れた 別れようと思ったが，別れなかった 別れようとは思わなかった 無回答
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【図表 2-5-3 暴力行為を行った相手との関係別 暴力を受けたときの対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力行為を行った相手との関係別に暴力を受けたときの対応を見ると，「相手と別れた」が

「交際相手」で 32.6％と高く，「配偶者」では 10.6％となっている。一方，「別れようとは思

わなかった」は「配偶者」で 47.2％と高く，「交際相手」では 25.6％となっている。 

 

 

【図表 2-5-4 子どもの有無別 暴力を受けたときの対応】 

 

 

 

 

 

 

子どもの有無別に暴力を受けたときの対応を見ると，「相手と別れた」が子どものいない人

で 18.2％と，子どものいる人（11.9％）に比べて 6.3 ポイント高い。一方，「別れようと思っ

たが，別れなかった」が子どものいる人で 38.6％と，子どものいない人（30.3％）に比べて

8.3 ポイント高くなっている。 

 

【図表 2-5-5 暴力を見聞きした後の子どもの変化の有無別 暴力を受けたときの対応】 

 

 

 

 

 

 

暴力行為を見聞きした後の子どもの変化の有無別に暴力を受けたときの対応を見ると，「子

どもに変化があった」うちでは「別れようと思ったが，別れなかった」が 52.9％，「子どもに

変化がなかった」うちでは「別れようとは思わなかった」が 60.6％をそれぞれ占めている。 

32.6 

18.2 

10.6 

39.5 

45.5 

38.9 

25.6 

36.4 

47.2 

2.3 

0.0 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

交際相手

（N=43）

同棲相手

（N=11）

配偶者

（N=216）

相手と別れた 別れようと思ったが，別れなかった 別れようとは思わなかった 無回答

11.9 

18.2 

38.6 

30.3 

46.6 

42.4 

2.8 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもがいる・

（N=176）

子どもはいない

（N=66）

相手と別れた 別れようと思ったが，別れなかった 別れようとは思わなかった 無回答

8.7 

17.6 

27.9 

52.9 

60.6 

26.5 

2.9 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

なかった

（N=104）

あった

（N=68）

相手と別れた 別れようと思ったが，別れなかった 別れようとは思わなかった 無回答
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（６）相手と別れなかった理由 

問８ あなたが問３の 2～16 のような行為を行う相手と別れなかった（別れない）理由は，どん

なことですか。  (あてはまるもの３つまでに○) 

 

【図表 2-6 相手と別れなかった理由（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力を受けたときの対応で「別れようと思ったが，別れなかった」又は「別れようとは思

わなかった」と回答した人の理由としては，男女ともに「別れるほどのことではないと思っ

た」が最も多い。特に男性では 56.9％と，女性（44.8％）に比べて 12.1 ポイント高くなって

いる。また，女性では「経済的な不安があり，生活していくメドがたたない」が 38.0％と，

経済面で男性に比べて別れられない理由となっている。  

30.3 

23.4 

39.0 

8.3 

12.4 

18.3 

5.0 

14.2 

3.2 

10.6 

7.8 

47.7 

5.5 

3.9 

11.8 

33.3 

2.0 

11.8 

25.5 

2.0 

21.6 

3.9 

13.7 

3.9 

56.9 

3.9 

38.0 

27.0 

41.1 

9.8 

12.9 

15.3 

6.1 

12.3 

3.1 

9.8 

9.2 

44.8 

6.1 

0 10 20 30 40 50 60

経済的な不安があり，生活していく

メドがたたない ･

別れても行くところがない

子どものこと(親権･子どもの意思･･

環境)が気がかり ･

相手の反応が怖かった

相手が謝って反省するので， ・

変わってくれるのではと期待した・

自分が悪いのだと思っていた

混乱して，どうしていいのか考える

ことができなかった ・

世間体を考えて

老人や病人を抱えている

相手には自分が必要だと思った

相手が別れることに同意しなかった

別れるほどのことではないと思った

その他

全体（N=218）

男性（N=51）

女性（N=163）

(3LA%)
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【参考】平成 23 年度内閣府調査『相手と別れなかった理由（単一回答）＜※女性の回答＞』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.1 

18.9 

2.2 

1.8 

5.7 

2.6 

3.5 

57.3 

4.8 

13.1 

4.9 

1.6 

21.3 

18.0 

1.6 

23.0 

16.4 

0 10 20 30 40 50 60

相手の反応が怖かったから

経済的な不安があったから

世間体が悪いと思ったから

相手には自分が必要だと思った

これ以上は繰り返されないと ･

思ったから ･

周囲の人から、別れることに ･

反対されたから ･

相手が別れることに同意しな ･

かったから ･

子どもがいるから、子どもの ･

ことを考えたから ･

その他

相手が配偶者の場合

・女性（N=227）

相手が交際相手の場合

・女性（N=61）

(％)

－
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【図表 2-6-1 調査年度別 相手と別れなかった理由（複数回答）＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手と別れなかった理由について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較

すると，「経済的な不安があり，生活していくメドがたたない」が 3.5 ポイント，「別れても

行くところがない」が 5ポイントそれぞれ増加しており，「子どものこと（親権・子どもの意

思・環境）が気がかり」が 6.4 ポイント減少している。 

 

  

38.0 

27.0 

41.1 

9.8 

12.9 

15.3 

6.1 

12.3 

3.1 

9.8 

9.2 

44.8 

6.1 

34.5 

22.0 

47.5 

7.5 

17.5 

13.0 

5.0 

14.0 

2.0 

10.0 

7.5 

45.5 

11.0 

0 10 20 30 40 50

経済的な不安があり，生活していく

メドがたたない ･

別れても行くところがない

子どものこと(親権･子どもの意思･･

環境)が気がかり ･

相手の反応が怖かった

相手が謝って反省するので， ・

変わってくれるのではと期待した・

自分が悪いのだと思っていた

混乱して，どうしていいのか考える

ことができなかった ・

世間体を考えて

老人や病人を抱えている

相手には自分が必要だと思った

相手が別れることに同意しなかった

別れるほどのことではないと思った

その他

今回(平成26年度)

・女性（N=163）

前回(平成19年度)

・女性（N=200）

(3LA%)
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【図表 2-6-2 暴力を受けたときの対応別 相手と別れなかった理由（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力を受けたときの対応別に相手と別れなかった理由を見ると，「別れようとは思わなかっ

た人」では「別れるほどのことではないと思った」が 64.7％と最も多くなっている。一方，

「別れようと思ったが，別れなかった人」では「子どものこと（親権・子どもの意思・環境）

が気がかり」が 55.6％と最も多く，次いで，「経済的な不安があり，生活していくメドがたた

ない」が 46.5％，「別れても行くところがない」が 34.3％などとなっている。 

 

  

46.5 

34.3 

55.6 

17.2 

16.2 

12.1 

6.1 

19.2 

3.0 

9.1 

16.2 

27.3 

6.1 

16.8 

14.3 

25.2 

0.8 

9.2 

23.5 

4.2 

10.1 

3.4 

11.8 

0.8 

64.7 

5.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

経済的な不安があり，生活していく

メドがたたない ･

別れても行くところがない

子どものこと(親権･子どもの意思･･

環境)が気がかり ･

相手の反応が怖かった

相手が謝って反省するので， ･

変わってくれるのではと期待した ･

自分が悪いのだと思っていた

混乱して，どうしていいのか考える

ことができなかった ・

世間体を考えて

老人や病人を抱えている

相手には自分が必要だと思った

相手が別れることに同意しなかった

別れるほどのことではないと思った

その他

別れようと思ったが，

別れなかった（N=99）

別れようとは思わなかった

（N=119）

(3LA%)
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（７）相談の有無 

問９ 配偶者や交際相手からの暴力の状況をだれかに相談したことがありますか。 

 

【図表 2-7 相談の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力の状況をだれかに相談した（「はい」）という人の割合は，男性で 12.3％

に対し，女性で 36.1％と，女性の方が 23.8 ポイント高くなっている。 

 

 

【図表 2-7-1 調査年度別 相談の有無＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

相談の有無について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19年度）と比較すると，だれ

かに相談した（「はい」）という人の割合が前回に比べて 1.1 ポイント減少している。 

 

  

36.1 

12.3 

29.9 

57.6 

86.2 

64.7 

6.3 

1.5 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=205）

男性（N=65）

全体（N=278）

はい いいえ 無回答

37.2 

36.1 

59.7 

57.6 

3.2 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

・女性（N=253）

今回(平成26年度)

・女性（N=205）

はい いいえ 無回答
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【図表 2-7-2 被害時の年齢別 相談の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害時の年齢別に相談の有無を見ると，相談した（「はい」）という割合は概ね年齢が上が

るにしたがって低くなる傾向にあり，50歳代では 22.7％にとどまっている。 

 

 

【図表 2-7-3 子どもによる認知別 相談の有無】 

 

 

 

 

 

 

子どもが配偶者等からの暴力行為が行われていることを「認知しているかどうか」と「相

談の経験」を比べると，相談した（「はい」）という割合は「認知なし」で 20.0％に対し，「認

知あり」では 41.3％と，倍以上の差が見られる。 

 

 

【図表 2-7-4 子どもへの暴力等の有無別 相談の有無】 

 

 

 

 

 

 

自分だけでなく，子どもに対しても暴力等があったと回答した 28人のうち，17 人（60.7％）

がだれかに相談したと回答している。  

27.3 

22.7 

30.0 

34.9 

39.6 

53.8 

68.2 

75.0 

65.0 

62.8 

57.4 

46.2 

4.5 

2.3 

5.0 

2.3 

3.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60歳以上（N=22)

50歳代（N=44）

40歳代（N=80）

30歳代（N=129）

20歳代（N=101）

10歳代（N=13）

はい いいえ 無回答

20.0 

41.3 

75.0 

56.5 

5.0 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

認知なし

（N=80）

認知あり

（N=92）

はい いいえ 無回答

26.5 

60.7 

69.4 

39.3 

4.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

なかった

（N=147）

あった

（N=28）

はい いいえ 無回答
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（８）相談先 

問 10 問９で「はい」と答えた方におたずねします。だれ（どこ)に相談しましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 2-8 相談先（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力の状況をだれかに相談したという人の相談先としては，「家族・親戚」

が男性で 50.0％，女性で 62.2％，「友人・知人」が男性で 62.5％，女性で 60.8％と多い。一

方，家族や友人等以外の相談先で見ると，女性では「民間の専門家や専門機関」が 14.9％な

どとなっている。  

8.4 

9.6 

1.2 

3.6 

8.4 

1.2 

15.7 

3.6 

2.4 

61.4 

61.4 

0.0 

0.0 

12.5 

0.0 

12.5 

25.0 

0.0 

25.0 

12.5 

12.5 

50.0 

62.5 

0.0 

9.5 

9.5 

1.4 

2.7 

6.8 

1.4 

14.9 

2.7 

1.4 

62.2 

60.8 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

配偶者暴力相談支援 ･

センター（婦人相談所）

警察

法務局，人権擁護委員

男女共同参画センター

福祉事務所，保健所

上記以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

医療関係者

学校関係者

家族・親戚

友人・知人

その他

全体（N=83）

男性（N=8）

女性（N=74）

(MA%)
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【参考】平成 23 年度内閣府調査『相談先（複数回答）＜※女性の回答＞』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.4 

6.5 

0.6 

1.2 

1.8 

1.8 

4.1 

0.0 

32.0 

32.0 

0.6 

41.4 

3.6 

1.4 

3.4 

0.7 

0.7 

0.7 

0.7 

0.7 

1.4 

21.2 

49.3 

1.4 

34.2 

3.4 

0 10 20 30 40 50

配偶者暴力相談支援センター ･

（婦人相談所その他の施設）に相談した･

警察に連絡・相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に ･

相談した ･

男女共同参画センター／女性センター ･

(ただし、配偶者暴力相談支援センター･

の機能を果たす施設を除く)に相談した ･

上記以外の公的な機関に相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士･弁護士

会、カウンセラー･カウンセリング機関、

民間シェルターなど）に相談した ･

医療関係者(医師､看護師など)に相談した

学校関係者（教員、養護教員、スクール･

カウンセラーなど）に相談した ･

家族や親戚に相談した

友人・知人に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

相手が配偶者の場合

・女性（N=169）

相手が交際相手の場合

・女性（N=146）

(MA%)
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【図表 2-8-1 調査年度別 相談先（複数回答）＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談先について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，前回に比

べて「民間の専門家や専門機関」が 9.6 ポイント，「配偶者暴力相談支援センター（婦人相談

所）」が 7.4 ポイント，それぞれ増加している。 
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9.5 
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2.7 
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14.9 

2.7 

1.4 

62.2 

60.8 
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2.1 

6.4 
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6.4 

3.2 

5.3 

4.3 

1.1 

64.9 

62.8 

2.1 

0 10 20 30 40 50 60 70

配偶者暴力相談支援 ･

センター（婦人相談所）

警察

法務局，人権擁護委員

男女共同参画センター

福祉事務所，保健所

上記以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

医療関係者

学校関係者

家族・親戚

友人・知人

その他

今回(平成26年度)

・女性（N=74）

前回(平成19年度)

・女性（N=94）

(MA%)
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（９）相談しなかった理由 

問 11 問９で「いいえ」と答えた方におたずねします。だれ（どこ）にも相談しなかったのは，

なぜですか。  （あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 2-9 相談しなかった理由（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力の状況をだれにも相談しなかったという人の理由としては，「相談する

ほどのことではないと思った」が男性で 53.6％，女性で 55.1％とともに最も多くなっている。

次いで，男性では「相談しても無駄だと思った」で 33.9％，女性では「自分さえ我慢すれば，

なんとかこのままやっていけると思った」で 28.8％となっている。  

9.4 

28.3 

3.3 

10.6 

26.7 

2.8 

12.2 

8.3 

6.1 

6.1 

24.4 

5.0 

54.4 

5.0 

3.3 

5.4 

33.9 

0.0 

14.3 

23.2 

0.0 

16.1 

5.4 

7.1 

1.8 

28.6 

5.4 

53.6 

1.8 

5.4 

11.9 

26.3 

5.1 

9.3 

28.8 

4.2 

10.2 

10.2 

5.9 

8.5 

22.9 

4.2 

55.1 

6.8 

1.7 

0 10 20 30 40 50 60

だれ(どこ)に相談してよいのかわから ･

なかった ･

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると，仕返しを受けた

りもっとひどい暴力を受けると思った ･

相談しても，自分のせいにされたり，我慢

するように言われるのではないかと思った

自分さえ我慢すれば，なんとかこのまま ･

やっていけると思った ･

混乱して，どうしていいのか考えることが

できなかった ･

世間体が悪いので，他人に知られたくない

と思った ･

他人を巻き込みたくなかった

他人に知られると，これまで通りのつきあ

いができなくなると思った ･

そのことについて思い出したくなかった

自分に悪いところがあると思った

相手の行為は愛情の表現だと思った

相談するほどのことではないと思った

その他

無回答

全体（N=180）

男性（N=56）

女性（N=118）

(MA%)
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【参考】平成 23 年度内閣府調査『相談しなかった理由（複数回答）＜※女性の回答＞』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.7 

21.4 

22.9 

4.3 

0.0 

0.0 

25.7 

10.0 

7.1 

5.7 

8.6 

34.3 

14.3 

50.0 

5.7 

4.3 

20.0 

18.0 

28.0 

4.0 

0.0 

0.0 

28.0 

4.0 

8.0 

10.0 

12.0 

26.0 

14.0 

38.0 

6.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50

どこ(だれ)に相談してよいのかわから

なかったから ･

恥ずかしくてだれにも言えなかった ･

から ･

相談してもむだだと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受

けたり、もっとひどい暴力を受ける…

加害者に｢誰にも言うな｣とおどされた

から ･

相談相手の言動によって不快な思いを

させられると思ったから ･

自分さえがまんすれば，なんとか ･

このままやっていけると思ったから ･

世間体が悪いと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られると、これまで通りの ･

つき合い(仕事や学校などの人間関…

そのことについて思い出したく ･

なかったから ･

自分に悪いところがあると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思った ･

から ･

相談するほどのことではないと思った

から ･

その他

無回答

相手が配偶者の場合

・女性（N=70）

相手が交際相手の場合

・女性（N=50）

(MA%)
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【図表 2-9-1 調査年度別 相談しなかった理由（複数回答）＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だれにも相談しなかった理由について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と

比較すると，前回に比べて「相談しても無駄だと思った」が 4.4 ポイント，「だれ(どこ)に相

談してよいのかわからなかった」が 4 ポイント，それぞれ増加している。 
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4.2 

55.1 
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21.9 
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30.5 

4.0 

8.6 

10.6 

4.6 

3.3 

21.2 

5.3 

53.6 

10.6 

0 10 20 30 40 50 60

だれ(どこ)に相談してよいのかわから ･

なかった ･

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると，仕返しを受けた

りもっとひどい暴力を受けると思った ･

相談しても，自分のせいにされたり，我慢

するように言われるのではないかと思った

自分さえ我慢すれば，なんとかこのまま ･

やっていけると思った ･

混乱して，どうしていいのか考えることが

できなかった ･

世間体が悪いので，他人に知られたくない

と思った ･

他人を巻き込みたくなかった

他人に知られると，これまで通りのつきあ

いができなくなると思った ･

そのことについて思い出したくなかった

自分に悪いところがあると思った

相手の行為は愛情の表現だと思った

相談するほどのことではないと思った

その他

今回(平成26年度)

・女性（N=118）

前回(平成19年度)

・女性（N=151）

(MA%)
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（10）子どもによる認知 

問 12 あなたのお子さんは，あなたが問３の 2～16 のような行為を受けたことを知っていました

か。（お子さんが 18 歳以上の場合は，18 歳になるまでの頃についてお答えください。） 

（あてはまるもの１つに○） 

 

【図表 2-10 子どもによる認知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験があるという人に，配偶者等からの暴力の状況を子どもが知っていたか尋ねたと

ころ，「子どもは見ていた」が 21.9％，「子どもは見ていないが，音や声，様子から知ってい

た」が 11.2％に対し，「子どもは知らなかった」が 21.2％となっている。一方，「子どもはい

ない」が 23.7％である。 

※ＤＶを目撃することは「児童虐待」と位置付けられている。 

 

 

 

  

23.7 

21.9 

11.2 

21.2 

1.4 

7.6 

12.9 

0 5 10 15 20 25

子どもはいない

子どもは見ていた

子どもは見ていないが，音

や声，様子から知っていた

子どもは知らなかった

その他

わからない

無回答

(％)

(N=278)
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【図表 2-10-1 （子どものいる人のうちの）子どもによる認知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊問 12の設問で「子どもは見ていた」，「子どもは見ていないが，音や声，様子から知っていた」，「子どもは知

らなかった」，「その他」，「わからない」のいずれかと回答した人を「子どものいる人」として分類している  

子どものいる人の内訳で暴力の状況を子どもが知っていたかを見ると，「子どもは見ていた，

又は，音や声，様子から知っていた」が 52.3％に対し，「子どもは知らなった」は 33.5％と

なっている。 

 

 

 

【図表 2-10-2 調査年度別 （子どものいる人のうちの）子どもによる認知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力の状況を子どもが知っていたかについて，前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，

「子どもは見ていた，又は，音や声，様子から知っていた」が 3.8 ポイント減少している。 

 

 

 

 

  

52.3 
33.5 

2.3 
11.9 

(N=176)

(％)

その他

子どもは見ていた，又は，

音や声，様子から知っていた
子どもは知らなかった

わからない

56.1 

52.3 

32.5 

33.5 

4.2 

2.3 

7.1 

11.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

（N=212）

今回(平成26年度)

（N=176）

子どもは見ていた，又は，

音や声，様子から知っていた

子どもは知らなかった その他 わからない
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（11）子どもの変化 

問13 あなたが問３の2～16のような行為を受けたあと，お子さんになにか変化はありましたか。  

（あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 2-11 子どもの変化（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どものいる人に，配偶者等からの暴力による子どもの変化を尋ねたところ，「特に変化は

なかった」が 57.4％を占めている。いずれかの変化があった内訳で見ると，「大人の顔色をう

かがうようになった」が 25.0％と多い。 

 

 

  

25.0 

2.8 

0.6 

1.7 

6.3 

6.3 

57.4 

7.4 

0 10 20 30 40 50 60

大人の顔色をうかがうように

なった ･

夜なかなか寝なくなった

急に甘えるようになったり，

赤ちゃんがえりした ･

おもらしするようになった

言葉を話さなくなった

その他

特に変化はなかった

無回答

(MA%)

(N=176)
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【図表 2-11-1 調査年度別 子どもの変化（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの変化について，前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，「特に変化はなかった」

が 51.4％から 6ポイント増加している。 

 

 

【図表 2-11-2 子どもの認知別 子どもの変化（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの認知別に子どもの変化を見ると，「認知なし」では「特に変化はなかった」が 76.3％

を占めている。一方，「認知あり」ではいずれかの変化があった割合が過半数を占めており，

特に「大人の顔色をうかがうようになった」が 38.0％と多い。  

25.0 

2.8 

0.6 

1.7 

6.3 

6.3 

57.4 

25.5 

1.9 

1.4 

0.9 

2.8 

11.3 

51.4 

0 10 20 30 40 50 60

大人の顔色をうかがうように

なった ･

夜なかなか寝なくなった

急に甘えるようになったり，

赤ちゃんがえりした ･

おもらしするようになった

言葉を話さなくなった

その他

特に変化はなかった

今回(平成26年度)

（N=176）

前回(平成19年度)

（N=212）

(MA%)

38.0 

4.3 

1.1 

3.3 

8.7 

8.7 

41.3 

7.6 

8.8 

1.3 

0.0 

0.0 

3.8 

3.8 

76.3 

7.5 

0 20 40 60 80

大人の顔色をうかがうように

なった ･

夜なかなか寝なくなった

急に甘えるようになったり，

赤ちゃんがえりした ･

おもらしするようになった

言葉を話さなくなった

その他

特に変化はなかった

無回答

認知あり（N=92）

認知なし（N=80）

(MA%)
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（12）子どもへの暴力や虐待の有無 

問 14 あなたが問３の 2～16 のような行為を受けたとき，あなたのお子さんに対しても暴力や虐

待がありましたか。 

 

【図表 2-12 子どもへの暴力や虐待の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どものいる人のうち，子どもへの暴力や虐待が「あった」という割合は全体の 15.9％と

なっている。 

 

 

【図表 2-12-1 調査年度別 子どもへの暴力や虐待の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもへの暴力や虐待の有無について，前回調査時（平成 19 年度）と比較しても，子ども

に対しても暴力や虐待が「あった」という割合にさほど変化は見られない。 

 

 

  

15.9 

83.5 

0.6 

(N=176)

(％)

無回答

なかった

あった

15.6 

15.9 

82.1 

83.5 

2.4 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

（N=212）

今回(平成26年度)

（N=176）

あった なかった 無回答
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（13）加害経験の有無及び形態 

問 15 男性も含めて全ての方にお伺いします。あなたは，配偶者や交際相手に次のようなことを

した経験がありますか。  （あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 2-13 加害経験の有無及び形態（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等に暴力行為を行った経験を尋ねたところ，「暴力をしたことはない」が男性で

62.1％，女性で 59.5％をそれぞれ占めている。一方，いずれかの暴力行為を行ったことがあ

る内訳で見ると，男性では「手をあげたことがある」が 14.4％，女性では「物を投げつけた

り，壊したりした」が 10.2％と，それぞれ多い。 

60.0 

10.7 

3.7 

10.2 

2.6 

0.6 

4.4 

6.4 

0.7 

0.8 

1.7 

0.7 

0.5 

1.7 

0.1 

0.3 

13.0 

62.1 

14.4 

3.5 

10.0 

3.0 

0.5 

4.9 

6.0 

0.0 

1.1 

1.1 

0.3 

0.8 

1.6 

0.0 

0.0 

10.0 

59.5 

8.3 

3.8 

10.2 

2.4 

0.5 

4.1 

6.9 

1.2 

0.7 

2.1 

0.9 

0.3 

1.6 

0.2 

0.5 

14.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

以下のようなこと（暴力）をしたことはない

手をあげたことがある

なぐったり，けったりした

物を投げつけたり，壊したりした

子どもの目の前で暴力をふるったり，子ども･

に暴力をふるった ･

暴力によってケガをさせ，医者にかけさせた･

ことがある ･

｢バカだ｣｢変だ｣｢何も知らない｣あるいは｢父親

(母親)失格だ｣｢家計のやりくりが下手だ｣｢おれ

(私)が養ってやっている｣などとののしった ･

何を言われてもされても，無視した

病気の時や妊娠中に冷たくした

悪くもないのに謝らさせるなど，したくない･

ことを強制した ･

実家の親・きょうだい，友人との付き合いを･

いやがったり，禁止した ･

外出を制限したり，電話をチェックしたり，･

手紙を開封したりした ･

金の使い道を細かくチェックしたり，生活費･

を渡さなかったりした ･

異性関係を疑ったり，気がすすまないと伝え

られているのにセックスした ･

避妊に協力しなかったり，中絶を強要した

その他

無回答

全体（N=968）

男性（N=369）

女性（N=580）

(MA%)
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３３３３    配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力暴力暴力暴力をををを見聞見聞見聞見聞きしたきしたきしたきした経験経験経験経験    

（１）見聞きした経験の有無 

問 16 あなたの周囲で，配偶者や交際相手から暴力を受けている（受けた経験のある）人を知っ

ていますか。  （あてはまるもの１つに○） 

 

【図表 3-1 見聞きした経験の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲で，配偶者等からの暴力を受けている人を「知っている」という割合が，男性で 10.3％

に対し，女性で 21.3％と，女性の方が 11 ポイント高くなっている。 

 

 

【図表 3-1-1 調査年度別 見聞きした経験の有無＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

見聞きした経験の有無について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比較す

ると，「知っている」が前回に比べて 2ポイント増加している。 

 

 

 

 

  

21.3 

10.3 

16.7 

2.5 

2.3 

2.4 

69.6 

79.9 

73.1 

6.6 

7.5 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=595）

男性（N=389）

全体（N=1,003)

知っている もしかしたら暴力を受けているかもしれないと思う人がいる 知らない 無回答

19.3 

21.3 

2.8 

2.5 

73.0 

69.6 

4.8 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

・女性（N=808）

今回(平成26年度)

・女性（N=595）

知っている もしかしたら暴力を受けているかもしれないと思う人がいる 知らない 無回答
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【図表 3-1-2 年齢別 見聞きした経験の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別に見聞きした経験の有無を見ると，「知っている」が，20 歳代で 27.4％と最も高く

なっており，概ね年齢が上がるにしたがって割合は低くなる傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

  

10.0 

12.9 

19.0 

24.8 

18.3 

27.4 

1.8 

2.2 

2.4 

4.5 

2.1 

1.4 

68.2 

79.0 

76.8 

66.9 

78.9 

71.2 

20.0 

5.8 

1.8 

3.8 

0.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

（N=220）

60歳代

（N=224）

50歳代

（N=168）

40歳代

（N=157）

30歳代

（N=142）

20歳代

（N=73）

知っている もしかしたら暴力を受けているかもしれないと思う人がいる 知らない 無回答
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（２）被害者との関係 

問 17 暴力を受けている（受けた経験のある）人は，あなたから見てどのような間柄の人ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 3-2 被害者との関係（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害者を「知っている」又は「もしかしたら暴力を受けているかもしれないと思う人がい

る」と回答した人に，その被害者との関係を尋ねたところ，「友人・知人」が 59.9％と最も多

く，次いで「親」が 17.7％，「近所の住民」が 9.9％などとなっている。 

 

【図表 3-2-1 調査年度別 被害者との関係（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害者との関係について，前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，「親」が 17.7％から

9 ポイント増加している。  

17.7 

8.3 

5.7 

59.9 

9.9 

6.3 

3.6 

0 10 20 30 40 50 60

親

兄弟姉妹

子・孫

友人・知人

近所の住民

その他

無回答

(MA%)

(N=192)

17.7 

8.3 

5.7 

59.9 

9.9 

6.3 

8.7 

12.7 

4.8 

58.7 

14.3 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60

親

兄弟姉妹

子・孫

友人・知人

近所の住民

その他

今回(平成26年度)

（N=192）

前回(平成19年度)

（N=252）

(MA%)
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（３）暴力を見聞きしたときの対応 

問 18 暴力を受けている（かもしれない）ことに気づいて，あなたはどうしましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

【図表 3-3 暴力を見聞きしたときの対応（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲の人が暴力を受けている状況を見聞きしたときの対応としては，「その他」を除いて，

男女ともに「暴力をふるっている人に対して，暴力をやめるよう話した」が最も多くなって

いるものの，男性で 32.7％に対し，女性で 17.6％と，男性の方が 15.1 ポイント高い。 

21.4 

1.6 

8.9 

4.2 

4.7 

11.5 

3.6 

17.2 

5.7 

15.1 

13.5 

25.0 

7.3 

32.7 

4.1 

6.1 

2.0 

4.1 

8.2 

4.1 

18.4 

14.3 

16.3 

20.4 

20.4 

2.0 

17.6 

0.7 

9.9 

4.9 

4.9 

12.7 

3.5 

16.9 

2.8 

14.8 

11.3 

26.8 

8.5 

0 5 10 15 20 25 30 35

暴力をふるっている人に対して，暴力を

やめるよう話した ･

暴力を受けている人に対して，我慢する

よう話した ･

暴力を受けている人をかくまったり， ･

逃がしたりした ･

暴力を受けている人にお金を貸したり，

部屋を借りる時の保証人になったりした

暴力を受けている人を医療機関や相談 ･

機関に連れて行った ･

暴力を受けている人に相談先を紹介した

警察に通報した

どう対応したらいいかわからず，何も ･

しなかった ･

トラブルに巻き込まれたくなかった ･

ので，何もしなかった ･

他人のことなので口出しすべきでない ･

と思い，何もしなかった ･

暴力かどうか判断がつかず，何もしな ･

かった ･

その他

無回答

全体（N=192）

男性（N=49）

女性（N=142）

(MA%)
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【図表 3-3-1 暴力を見聞きしたときの手助けの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

周囲の人が暴力を受けている状況を見聞きしたときに「手助けした」という割合は，男性

で 42.9％に対し，女性で 35.9％と，男性の方が 7 ポイント高くなっている。 

 ＊「手助けした」と「手助けしなかった」は問 12 の選択肢を下記のように分類している（※重複回答含む）  

○手助けした   ：「暴力をふるっている人に対して，暴力をやめるよう話した」，「暴力を受けている人をかくまったり，逃がした

りした」，「暴力を受けている人にお金を貸したり，部屋を借りる時の保証人になったりした」，「暴力を受けて

いる人を医療機関や相談機関に連れて行った」，「暴力を受けている人に相談先を紹介した」，「警察に通報した」 

○手助けしなかった：「暴力を受けている人に対して，我慢するよう話した」，「どう対応したらいいかわからず，何もしなかった」，

「トラブルに巻き込まれたくなかったので，何もしなかった」，「他人のことなので口出しすべきでないと思い，

何もしなかった」，「暴力かどうか判断がつかず，何もしなかった」 

 

【図表 3-3-2 調査年度別 暴力を見聞きしたときの対応（複数回答）＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力を見聞きしたときの対応について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19年度）と比

較すると，「暴力を受けている人に相談先を紹介した」が 9.5％から 3.2 ポイント増加している。 

37.5 

39.6 

42.9 

46.9 

35.9

37.3
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手助けした

手助けしなかった

全体（N=192） 男性（N=49） 女性（N=142）

(MA%)
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4.9 

12.7 

3.5 

16.9 

2.8 

14.8 

11.3 

26.8 

18.4 

2.2 

10.1 

5.6 

1.7 

9.5 
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【図表 3-3-3 被害者との関係別 暴力を見聞きしたときの対応（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害者との関係別に暴力を見聞きしたときの対応を見ると，「暴力をふるっている人に対し

て，暴力をやめるよう話した」が「子・孫」で 63.6％，「親」で 55.9％，「暴力を受けている

人に相談先を紹介した」が「友人・知人」で 18.3％と，それぞれ他の関係に比べて高い割合

となっている。 
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４４４４    配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力防止暴力防止暴力防止暴力防止やややや被害者支援被害者支援被害者支援被害者支援    

（１）配偶者等からの暴力防止のために必要な取組 

問 19 夫婦や交際中の男女間における暴力を社会全体で防止するためには，どのようなことが必

要だと思いますか。  （あてはまるもの３つまでに○) 

 

【図表 4-1 配偶者等からの暴力防止のために必要な取組（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力を社会全体で防止するために必要な取組としては，「学校または大学で

児童・生徒・学生に対し，暴力を防止するための教育を行う」が男性で 48.8％，女性で 45.9％，

「家庭で保護者が子どもに対し，暴力を防止するための教育を行う」が男性で 45.2％，女性

で 45.4％と多くなっており，大人が子どもに，学校など社会の仕組みの中で教育することが

望まれている。 

性別で比較すると，男性では「暴力防止のための広報・啓発活動を積極的に行う」（26.5％），

「地域で，暴力防止のための研修会，イベントなどを行う」（15.7％）が女性よりも 6 ポイン

ト程度高く，女性では「暴力を振るったことのある者に対し，二度と繰り返さないための教

育を行う」（36.1％），「暴力を助長するおそれのある情報を取り締まる」（33.9％）が男性よ

りも 7～11 ポイント程度高くなっている。  
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機関，学校などに対しての研修を行う ･

暴力を助長するおそれのある情報を ･

取り締まる ･

その他

特にない

無回答

全体（N=1,003）

男性（N=389）
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(3LA%)
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【参考】平成 23 年度内閣府調査『配偶者等からの暴力防止のために必要な取組（複数回答）』 
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【図表 4-1-1 年齢別 配偶者等からの暴力防止のために必要な取組（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別に配偶者等からの暴力を防止するために必要な取組を見ると，20～30 歳代では「加

害者への罰則を強化する」が最も高く，20 歳代で 58.9％，30 歳代で 55.6％となっている。

また，「暴力を振るったことのある者に対し，二度と繰り返さないための教育を行う」が 40

歳代で 43.9％，「暴力を助長するおそれのある情報を取り締まる」が 60歳代で 39.3％と，そ

れぞれ他の年齢層に比べて高くなっている。 

 

【図表 4-1-2 配偶者等からの暴力防止のために必要な取組（複数回答）＜※被害経験がある人の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験がある人の回答で配偶者等からの暴力を防止するために必要な取組を見ると，｢学

校または大学で児童・生徒・学生に対し，暴力を防止するための教育を行う｣が 42.4％と最も

多い。次いで｢家庭で保護者が子どもに対し，暴力を防止するための教育を行う｣が 37.8％，｢加

害者への罰則を強化する｣が 36.7％などとなっている。  
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【図表 4-1-3 調査年度別 配偶者等からの暴力防止のために必要な取組（複数回答） 

＜※被害経験がある人の回答＞】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力を防止するために必要な取組について，被害経験がある人の回答に関

して前回調査時（平成 19 年度）と比較すると，「学校または大学で児童・生徒・学生に対し，

暴力を防止するための教育を行う」が37.7％から4.7ポイント，「加害者への罰則を強化する」

が 33.7％から 3ポイント増加している。一方，「地域で，暴力防止のための研修会，イベント

などを行う」が 23.2％から 12.8 ポイント，「家庭で保護者が子どもに対し，暴力を防止する

ための教育を行う」が 42.5％から 4.7 ポイント減少している。 

＊(選択肢)「地域で，暴力防止のための研修会，イベントなどを行う」については，前回調査

では「地域で，暴力防止のためのネットワークづくりなどを行う」との文言表記であった  

＊(選択肢)「被害者を発見しやすい立場の警察や医療機関，学校などに対しての研修を行う」

については，今回調査からの新規項目となっている  
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（２）被害者に必要な支援施策 

問 20 配偶者等からの暴力の被害者は，精神的にも経済的にも困難な状況におかれています。 

被害者への支援施策としてどのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるもの３つまでに○） 

 

【図表 4-2 被害者に必要な支援施策（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害者に対して必要な支援施策としては，「暴力をふるう相手から一時的に逃れる場所の提

供」が男性で 55.8％，女性で 54.8％とともに最も多い。次いで「身近な相談窓口の充実」が

男性で 36.8％，女性で 39.7％，「母子生活支援施設やステップハウスなど，自立のための準

備期間を過ごす中間的な施設の増設」が男性で 35.0％，女性で 39.0％などとなっている。 
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39.7 
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10.4 

18.0 

15.3 

2.2 

5.7 

0 10 20 30 40 50 60

暴力をふるう相手から一時的に逃れ

る場所の提供 ･

当面の生活費の貸付け・給付

生活保護や児童扶養手当支給に係る

手続の迅速化，条件緩和等 ･

母子生活支援施設やステップハウス

など，自立のための準備期間を過ご

す中間的な施設の増設 ･

民間賃貸住宅の契約時の身元保証

公的賃貸住宅への優先入居や入居 ･

条件の緩和等 ･

就労のための技能・資格取得など ･

経済的自立のための支援 ･

仕事の紹介･斡旋,就職時の身元保証

心理カウンセリング

身近な相談窓口の充実

友だち・仲間づくりの支援

職務関係者の不適切な言動による，

二次的な被害の防止 ･

子どもへのカウンセリング

保育所や学童保育の入所についての

配慮 ･

その他

無回答

全体（N=1,003）

男性（N=389）

女性（N=595）

(3LA%)
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【図表 4-2-1 被害者に必要な支援施策（複数回答）＜※被害経験がある人の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験がある人で被害者に対して必要な支援施策を見ると，「暴力をふるう相手から一時

的に逃れる場所の提供」が 50.4％と最も多い。次いで「母子生活支援施設やステップハウス

など，自立のための準備期間を過ごす中間的な施設の増設」が 36.7％，「身近な相談窓口の充

実」が 34.2％，「心理カウンセリング」が 29.9％となっている。 
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22.7 

36.7 

12.9 

19.1 
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21.9 

29.9 

34.2 
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12.6 

11.9 

12.6 

3.6 

5.4 

0 10 20 30 40 50

暴力をふるう相手から一時的に逃れ

る場所の提供 ･

当面の生活費の貸付け・給付

生活保護や児童扶養手当支給に係る

手続の迅速化，条件緩和等 ･

母子生活支援施設やステップハウス

など，自立のための準備期間を過ご

す中間的な施設の増設 ･

民間賃貸住宅の契約時の身元保証

公的賃貸住宅への優先入居や入居 ･

条件の緩和等 ･

就労のための技能・資格取得など ･

経済的自立のための支援 ･

仕事の紹介･斡旋,就職時の身元保証

心理カウンセリング

身近な相談窓口の充実

友だち・仲間づくりの支援

職務関係者の不適切な言動による，

二次的な被害の防止 ･

子どもへのカウンセリング

保育所や学童保育の入所についての

配慮 ･

その他

無回答

(3LA%)

(N=278)
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【図表 4-2-2 調査年度別 被害者に必要な支援施策（複数回答）＜※被害経験がある人の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害者に対して必要な支援施策について，被害経験がある人の回答に関して前回調査時（平

成 19 年度）と比較すると，比較的多くの項目で割合は増加傾向にあり，特に「就労のための

技能・資格取得など経済的自立のための支援」で 6.4 ポイント，「民間賃貸住宅の契約時の身

元保証」，「心理カウンセリング」でともに 6.1 ポイント，「当面の生活費の貸付け・給付」で

5.7 ポイント，「母子生活支援施設やステップハウスなど，自立のための準備期間を過ごす中

間的な施設の増設」で 4.7 ポイントと，それぞれ増加している。 
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23.8 
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11.0 

11.0 

12.7 

2.0 

0 10 20 30 40 50

暴力をふるう相手から一時的に逃れ

る場所の提供 ･

当面の生活費の貸付け・給付

生活保護や児童扶養手当支給に係る

手続の迅速化，条件緩和等 ･

母子生活支援施設やステップハウス

など，自立のための準備期間を過ご

す中間的な施設の増設 ･

民間賃貸住宅の契約時の身元保証

公的賃貸住宅への優先入居や入居 ･

条件の緩和等 ･

就労のための技能・資格取得など ･

経済的自立のための支援 ･

仕事の紹介･斡旋,就職時の身元保証

心理カウンセリング

身近な相談窓口の充実

友だち・仲間づくりの支援

職務関係者の不適切な言動による，

二次的な被害の防止 ･

子どもへのカウンセリング

保育所や学童保育の入所についての

配慮 ･

その他

今回(平成26年度)

・被害経験有（N=278）

前回(平成19年度)

・被害経験有（N=353）

(3LA%)
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【図表 4-2-3 暴力を受けたときの対応別 被害者に必要な支援施策（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力を受けたときの対応別に被害者に対して必要な支援施策を見ると，「暴力をふるう相手

から一時的に逃れる場所の提供」が「別れようと思ったが，別れなかった人」で 58.6％，「別

れようとは思わなかった人」で 48.7％と，ともに最も高くなっている。 

一方，「相手と別れた人」では「身近な相談窓口の充実」が 47.4％と最も高い。 
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（３）京都市の施策の認知度 

問 21 京都市が行っている配偶者等からの暴力の防止に関する次の施策を知っていますか。 

（あてはまるものすべてに○) 

 

【図表 4-3 京都市の施策の認知度（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市が行っている配偶者等からの暴力の防止に関する施策の認知度としては，「知ってい

るものはない」が男性で 40.6％，女性で 40.2％をそれぞれ占めている。いずれかの施策を知

っている内訳で見ると，男性では「住民基本台帳の閲覧等の制限」が 23.7％と多く，女性

（15.3％）に比べて 8.4 ポイント高い。一方，女性では「京都市ＤＶ相談支援センターでの

ＤＶ専門相談やカウンセリングの実施」が 18.7％と多くなっている。  
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6.6 

1.2 

15.5 

12.4 
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40.2 

9.7 

0 10 20 30 40

京都市ＤＶ相談支援センターでの ･

ＤＶ専門相談やカウンセリングの実施 ･

京都市男女共同参画センター（ウィング

ス京都）での暴力専門相談の実施 ･

京都府の一時保護や母子生活支援施設 ･

への入所支援 ･

住民基本台帳の閲覧等の制限

京都市民間緊急一時保護施設（民間 ･

シェルター）補助金交付事業 ･

市営住宅優先入居の実施

ＤＶ被害者のための居場所づくり事業や

自立支援講座の実施 ･

ＤＶ被害を受けた母子のための心理回復

プログラムの実施 ･

配偶者暴力防止に関するシンポジウムの

開催や各種講演活動の実施 ･

ＤＶ相談啓発リーフレット，カードの ･

配布，活用 ･

配偶者等からの暴力をなくす期間におけ

る電光掲示板・区役所等のパネル展示等

京都タワーの紫色ライトアップ及び ･

京都駅前街頭啓発(ﾊﾟｰﾌﾟﾙﾘﾎﾞﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ)･

京都市営地下鉄における啓発

その他

知っているものはない

無回答

全体（N=1,003）

男性（N=389）

女性（N=595）

(MA%)
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【参考】平成 19 年度調査『京都市の施策の認知度（複数回答）』 
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京都市男女共同参画センター（ウィン

グス京都）での暴力専門相談の実施 ･

母子生活支援施設への入所支援

住民基本台帳の閲覧等の制限

京都市民間緊急一時保護施設（民間 ･

シェルター）補助金交付事業 ･

母子家庭・ＤＶ被害者等のための ･

自立支援パソコン教室 ･

ＤＶ被害者支援ボランティア入門講座

配偶者暴力防止に関するシンポジウム

配偶者暴力防止のためのリーフレット

「配偶者や恋人からの暴力に悩んでい

るあなたへ」 ･

外国籍市民用啓発リーフレット ･

（英語，中国語，ハングル語， ･

タイ語，タガログ語） ･

その他

全体（N=1,291）

男性（N=467）

女性（N=808）

(MA%)
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（４）配偶者暴力防止法＊の認知度 

＊「配偶者暴力防止法」とは…配偶者からの暴力に係る通報，相談，保護，自立支援等の体制を整備し， 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図ることを目的とする法律。 

問 22 あなたは，配偶者暴力防止法について知っていますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

【図表 4-4 配偶者暴力防止法の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者暴力防止法の認知度としては，「法律があることは知っているが，内容は知らない」

が男性で 48.8％，女性で 52.4％をそれぞれ占めている。 

 

【参考】平成 23 年度内閣府調査『配偶者暴力防止法の認知度』 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 4-4-1 調査年度別 配偶者暴力防止法の認知度＜※女性の回答＞】 

 

 

 

 

 

 

配偶者暴力防止法の認知度について，女性の回答に関して前回調査時（平成 19 年度）と比

較すると，「法律があることも，その趣旨も内容も知らない」が 31.6％から 5 ポイント増加し

ている。  

7.4 

11.8 

9.0 

52.4 

48.8 

50.1 

36.6 

36.8 

36.1 

3.5 

2.6 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=595）

男性（N=389）

全体（N=1,003)

法律があることも，その趣旨も知っている 法律があることは知っているが，内容は知らない

法律があることも，その趣旨も内容も知らない 無回答

6.9 

7.4 

57.4 

52.4 

31.6 

36.6 

4.1 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回(平成19年度)

・女性（N=808）

今回(平成26年度)

・女性（N=595）

法律があることも，その趣旨も知っている 法律があることは知っているが，内容は知らない

法律があることも，その趣旨も内容も知らない 無回答

11.2 

12.6 

11.9 

65.6 

62.5 

64.2 

21.5 

23.6 

22.5 

1.7 

1.2 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（N=1,751）

男性（N=1,542）

全体（N=3,293）

法律があることも、その内容も知っている 法律があることは知っているが、内容はよく知らない

法律があることを知らなかった 無回答
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【図表 4-4-2 年齢別 配偶者暴力防止法の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別に配偶者暴力防止法の認知度を見ると，20 歳代では「法律があることも，その趣旨

も内容も知らない」が 53.4％を占めており，そのほかの年齢層では「法律があることは知っ

ているが，内容は知らない」が最も高くなっている。一方，「法律があることも，その趣旨も

知っている」は 70 歳以上で 11.4％，60 歳代で 10.7％，50 歳代で 10.1％見られる。 

 

 

【図表 4-4-3 被害経験の有無別 配偶者暴力防止法の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害経験の有無別に配偶者暴力防止法の認知度を見ると，「法律があることも，その趣旨も

知っている」が「被害経験がある人」で 10.8％と，「被害経験がない人」（8.4％）に比べて

2.4 ポイント高くなっている。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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５５５５    自由記載意見自由記載意見自由記載意見自由記載意見    

 

 配偶者等からの暴力の防止や施策のあり方について，いただいた御意見のうちいくつかを

要約し，年齢層ごとに分けて紹介します。 

 

○ 20 歳代 

＜ 男性 ＞ 

■ 若い人で市政等に興味がある人は明らかに少ないし，そもそも何をしているのかさえよく知らな

い。今以上に広報活動に力を入れていくしかないと思う。 

■ 勉強不足を痛感している。 

■ 被害者のケアも大切だが，加害者のケアも忘れないでほしい。罪だけでは再発は防げないと思う。 

 

＜ 女性 ＞ 

■ 被害者が気楽に相談でき，保護したり手当を考えられる環境をつくるべきだと思う。 

■ 暴力を受けた人が周囲に相談することで更に暴力を受けたという話を聞く。一時的に配偶者と別れ

た場所で生活できる措置が必要かと思う。 

■ どこまでやったらＤＶなのか，その判断基準も知りたいがなかなか難しい。 

■ 児童虐待と同様，行政の介入が必要であると思う。子どもも女性も力では絶対に男性には勝てない。

暴力をふるってしまった男性も含め，暴力が始まった原因，経過をしっかりヒアリングして双方の心

のケアが必要。 

■ 身近に相談できる機関があることの市民への周知が全然できていない。若者にもっと目につきやす

い広告の仕方を考えるべき。 

 

○ 30 歳代 

＜ 男性 ＞ 

■ ＤＶが起こったあとの施策も必要だが，そもそもなぜＤＶが起こるのかを考え，ＤＶを起こさない

人づくりをしないと，被害者が変わるだけで減らない。加害者の育った家庭環境等，なんらかの問題

を抱えていると思う。 

■ ＤＶを受けた本人以外が気付ける，助けを協力依頼できるしくみづくりが必要。また，助かった事

例（モデルケース）の発信。 

■ 今回のアンケートで，行政がこのような施策を実施していることを知った。 

 

＜ 女性 ＞ 

■ ご近所同士が助け合えるような地域の取組など，匿名での告発と調査。 

■ 被害を受けた人に加害者を近づけないようにしてほしい。転居しても加害者はいろいろな手をつか

ってくると思うので，情報が加害者にシャットアウトできるような方法があればよいと思う。 

■ 幼児期からの教育が重要。その後の人格，人間形成に大きく関わる時期だと思う。 
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■ 暴力は仕返しやさらなる悪化を恐れて，なかなか他人に相談できずにいる人が多いと思う。よって，

いかに周りが気づいてあげられるか，軽い気持ちでＳＯＳを出せるところの充実を期待する。 

■ 友人から配偶者からの暴力を受けていると相談されたことがあったが，結局何もできなかった。も

っと積極的にＤＶ相談支援センター等の情報を流してもらえたら，救われる人は増えると思う。 

■ 友達と一緒に警察に相談へ行ったが，警察では相手に警告するくらいしかできないと言われた。何

かあってからしか動けないのでは全く意味がないのではないかと思う。 

 

○ 40 歳代 

＜ 男性 ＞ 

■ 市や区の広報紙にも支援について載せたら良いと思う。また，相談窓口は，深刻な状態でなければ

相談できないような印象がある。気軽に相談できるイメージ作りも必要と思う。 

■ このアンケート自体が啓発になって良い。 

■ いろいろと工夫した取組をされているが効果は限定的。行政だけでなく，よりＤＶを許さないとい

う社会全体の意識を高めるような教育が必要。 

■ 配偶者からの暴力を防止することはとても重要。施策があるようだが，ＰＲが不足していることと，

助けを求められない仕組みになっているのではないか。 

■ 暴力をふるう方と受ける方の両方についてのしっかりしたカウンセリングが必要であり，解決には

時間がかかるので，長期的な支援を考えるべきかと思う。 

 

＜ 女性 ＞ 

■ 精神的暴力について，本人はその言動が「暴力」と認識していないのではないかと思う。どのよう

な言動が「暴力」にあたるのかをしっかりと認識させることが大事だと思う。 

■ ウィングス京都のような専門相談の窓口がもっと身近にあり，より周知されればと願う。 

■ いくら被害者への支援をしたとしても加害者が改善してくれなければ，被害者は安心して生活でき

ないと思う。加害者への心理カウンセリングが必要。 

■ このアンケートで初めていろいろな施策が実施されていることを知った。もっと市民（ＤＶ被害者）

に周知するためにどうすればいいかを考えてほしい。 

■ 相談窓口について，複雑化せずにひとつにして，暴力を受けた時は，その窓口に行けば助かるよう

にしてあげてほしい。困った時に「どこに言えばいいかわからない」，「それはウチの管轄ではない」

などと言われる事のないようにお願いしたい。 

■ 学校等だけでなく企業，会社内でも研修などをしたらよいと思う。言葉やいやがらせのようなこと

も，ＤＶであることに気付いていない人も多いと思う。 

■ ＤＶをみて育った子どものケアを充実させてほしい。 

■ 自身が暴力していると気づいていないで，暴力をふるっている人が多いと思うので，まず身近なテ

レビや広告など，否応なしに入ってくる情報などで，どういったことが暴力になるのか，気づかせる

ことがまず大事なのではないかと思う。 
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○ 50 歳代 

＜ 男性 ＞ 

■ 行為としての暴力だけ問題にしても軽減につながらないのではないか。男女間（もしくは世代間）

における社会的な権力の差を縮める施策と並行して考える必要があるのではないか。 

■ メンタルヘルスのような医師や心理カウンセラーに相談できる窓口をもっとアピールしてほしい。 

■ ＤＶシェルターのある事を知ってもらう。 

■ 言葉の暴力の意味の範囲が曖昧で，状況が理解しにくい。 

 

＜ 女性 ＞ 

■ 何かあった時にどこに相談すべきかをもっと定期的に発信して行ってほしい。 

■ ＤＶを受けた人はもちろん，その子ども達にもカウンセリングが必要と思う。また，小中高校でも

ＤＶについてのくわしい授業（人権問題として）が必要だと思う。 

■ 言葉の暴力がＤＶにあたることを，長い間知らず苦しんでいた。 

■ 自分に経験がないので，法整備や支援施策について知らなかった。地域でまず気付きやすいことで

あると思うので，ちょっと話を聞いてもらえる人が地域にいるとよいのではないかと思う。 

■ 他人事のようにあまり身近に感じない。現状や問題点についてもっと具体的に知る機会があれば，

社会全体の問題として考えられるのではないかと思う。 

■ 日本はあまりにも男性優位な社会であり，もっと女性が働きやすい社会を作ってほしい。女性が社

会的に自立する事により，暴力にも立ち向かっていける道も開ける部分があると思う。 

 

○ 60 歳代 

＜ 男性 ＞ 

■ ＤＶ防止法に合わせて，子どもに対する親の暴力も更に重視すべきと思います。しつけと暴力・虐

待の境界などの課題も多く，ＤＶ同様，警察や児童相談所との連携が必要不可欠と感じる。 

■ 暴力等の事実が判明すれば，これで解決だと感じられるまでチェックするシステム作りが必要だと

思う。電話や相談だけではなく動くことが第一である。 

■ 民間も含め，通報支援施設の増設。また，子どもも通報しやすい身近な所の増設。 

■ ＤＶがひどい場合は保護が必要であり，状況に応じ横断的に早急に対処する部門が必要だと思う。 

 

＜ 女性 ＞ 

■ 誰にも知られたくないと思って苦しんでいる人達が，安心して身を隠せる場所をもっと積極的に知

らせるべき。 

■ 一人で悩まず，安心して打ち明けられる公的施設を知ってもらう事が大事だと思う。大きなポスタ

ーではなく，「何かあった時にはここに電話しよう」と財布に入れておけるカードのような物であれ

ば安心感があるのではないか。 

■ 家庭及び学校での教育強化。また，加害者の精神的治療及び責任の追及強化。 

■ このアンケートを契機に，市民新聞，回覧板などにも注目していきたいと思う。今後は介護の絡ん

だ高齢者へのＤＶが増えるのではないかと懸念している。 
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○ 70 歳以上 

＜ 男性 ＞ 

■ メディアをもっと利用して，広報活動をより広める事が必要。 

■ 配偶者等からの暴力があることがわかった時に，（周りの方が）警察など介入をすみやかにするべ

きである。 

■ 公務員でも民間でもＤＶ・パワハラ・セクハラ等の規則や罰則を設けているが，根本的な対策では

ない。表面上は少なくなるものの，内面に残したままになっている面が有るのではないかと思う。 

■ 配偶者間の暴力問題について，積極的に行政よりも警察に相談届をして司法の手を借り，早期解決

を図るべきと思う。 

■ 暴力を受けている相手から，まずは逃れさす事が一番と考える。 

 

＜ 女性 ＞ 

■ 実際ＤＶを受けた際に誰かに相談できるのか疑問に思う。昔はＤＶの言葉もなければ，離婚なんて

考えられなかった。ただ我慢の一言だったと思う。 

■ ＤＶ被害にあった方がまずかけこんで，助けを求められる窓口，親身になって受け止めてくれる所

がほしい。また，ＤＶ防止で効果のあった例などのアピールも必要。 

■ 京都市で施行されている暴力防止がいろいろある事をほとんどの人が知らないのではないかと思

う。これでは近くに被害を受けている人がいても力になれない。自治会，婦人会，老人会等の組織を

通して今以上に積極的に啓蒙活動をする必要があると思う。 

■ 若い男女の児童虐待が多く悲しい。誠意をもって社会も相談所も対応してほしい。 

■ 世間にはいろいろな形の暴力があると思うが，ＤＶだけでも相談支援があれば助かると思う。 
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今回の調査結果を受けて，3 人の専門家にそれぞれの立場から自由な御意見を 

寄せていただきました。 
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はじめに 

ジェンダー平等の視点に立つフェミニストカウンセリング実践をしている立場から，今回の

「配偶者等からの暴力に関する市民意識調査」について，意見を述べたいと思う。最近のカウ

ンセリング現場でのＤＶ（「夫・恋人等からの暴力」の意，以下ＤＶと表記）ケースの現実は，

依然として厳しいと言わざるを得ない。被害当事者でない人や被害当事者を知らない人にとっ

ては，現在はひと昔前と違ってＤＶについての社会的認識もある程度行きわたり，その支援策

も確立したのではないかと思われるかもしれないが，それは違う。7 年前に実施された市民意

識調査と本調査とを比較して思うことも，ＤＶに悩む被害女性の苦悩や困難はまったくと言っ

ていいほど解消していないということである。 

問 2 において，男女ともに，ＤＶは「ケンカの一種であり暴力にはあたらない」と思う人は

少なく（10.7%），大多数の人が「どんな理由があっても暴力はふるうべきではない」（87.7％）

と答え，男女ともに「暴力をふるう相手とは別れたらいい」(59.7％)と思っている。では，ど

うすれば別れることができるのかという点に関わる「暴力は個人的な問題ではなく，社会的な

対策が必要な問題だ」(女性 39.5％，男性 30.6％)という意識は，女性の方が男性より高い。

言い換えれば，女性は，ＤＶ問題を「暴力を受ける方にも問題がある」「暴力をふるう人は異

常な人だ」といった個人的問題として終わらせるのではなく，社会的問題として捉え，社会的

な問題解決策や被害者支援策を充実させてほしいと願っているからだろう。 

 

ＤＶ行為の認識と被害体験 

問１「どのような行為をＤＶと思うか」という質問に対する回答の第１位は，性的暴力であ

る――「裸の写真や動画を撮られたり，無断でインターネットに流されたりする」(92.6％)

「いやがっているのに性的な行為を強要する」(77.7％)「見たくないのに，ポルノビデオやポ

ルノ雑誌を見せる」（66.8％）。次いで身体的暴力――「物を投げつける」（76.0％）「手でぶっ

たり，足でける」（74.8％）「なぐるふりをして，おどす」（59.8％）が続く。そして，最後に

精神的暴力――「『誰のおかげで生活できるんだ』『かいしょうなし』などと言う」（56.7％）

「何を言っても長期間無視する」（52.2％）「大声でどなる」（52.1％）「金の使い道をチェック

したり，生活費を渡さない」（49.6％）「交友関係や電話，メールをチェックする」（40.0％）

が挙げられた。 

配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力暴力暴力暴力にににに関関関関するするするする市民意識調査市民意識調査市民意識調査市民意識調査」」」」    

についてについてについてについて    
ウィメンズカウンセリング京都代表 

井上 摩耶子 
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ここから言えることは，暴力と認識しやすいのは性的暴力と身体的暴力であり，精神的暴力

はその定義が曖昧なこともあって，なかなか被害者にとっても暴力と認識されにくいという問

題だろう。しかし最近は，自分の受けている精神的暴力に対して「モラル・ハラスメント」（注

１）概念を適用して，「精神的暴力こそが支配とコントロールの手段だ」と訴える被害者も増え

てきた。確かに，モラル・ハラスメントは被害者本人が暴力を受けているという自覚なしに，

うつや自殺にまで追い込まれてしまう深刻な暴力なのである。 

ついでながら，ＤＶの形態には，「子どもを巻き添えにした暴力」もあるので，今後，質問

肢としてつけ加えた方がいいのではないだろうか。 

では，ＤＶ被害者が現実に受けたＤＶとは，どのような暴力形態だったのだろうか？ まず，

ＤＶ被害体験者は，女性の 34.5％，男性の 16.7％を占める。前回調査との比較では，女性の

場合 3.2 ポイント増加している。暴力形態では，女性の場合，身体的暴力（75.6％），精神的

暴力（58.0％），社会的暴力（27.3％），性的暴力（24.4％），子どもを巻き添えにした暴力（21.0％）

の順である。 

ここで，カウンセリング現場からみえる現実との齟齬は，先述したように性的暴力への認知

度が高いにもかかわらず，性的暴力体験者が少ないことである。「いやがっているのに性行為

を強要する」といういわゆる「夫婦間強姦」被害者はもう少し多いのではないだろうか。国連

による『女性に対する暴力に関する立法ハンドブック』（信山社，2011 年）では，「婚姻関係

にあることが，法の下での性暴力の犯罪に対する抗弁を構成しないことを規定」すべしとして，

「夫婦間レイプ」の犯罪化を勧告している（37頁）。更に，フランス刑法においては，夫婦間

強姦を通常の強姦より重く処罰している。構造的な権力関係をもつ家庭内において虐げられて

きた弱者である女性や子どもの人権を厚く保護するためだという（注２）。 

欧米諸国と比較して，未だ家父長制の強い日本社会においては，女性の側にも，夫婦間であ

れば強制的なセックスにも応じなければならないといった思い込みがあるのではないか。夫婦

間においても，当然，個人の性的自己決定権は守られなければならない。後述する「加害者へ

の罰則の強化」にも関連するテーマである。 

 

なぜ，「別れようと思ったが，別れなかった」のか？ 

問 7 のＤＶへの対応は，「相手と別れた」（女性 14.6%，男性 12.3％）「別れようと思ったが，

別れなかった」（女性 42.4％，男性 16.9％）「別れようとは思わなかった」（女性 37.1％，男

性 61.5％）である。ここからも，男性被害者に比べて切羽詰まった女性被害者の状況が伺え

る。まず，私たちは，この「別れようと思ったが，別れなかった」あるいは「別れられなかっ

た」女性被害者の声を聞かなければならないだろう。 

「別れるのか，別れないのか」の選択には，子どもの存在が大きく関わっている。問８にお

ける女性被害者の「別れなかった」理由は，「子どものこと（親権・子どもの意思・環境）が

気がかり」（41.1%）「経済的な不安があり，生活していくメドがたたない」（38.0%）「別れても

行くところがない」(27.0％)である。これらは，至極もっともな理由である。これら 3 点の問

題解消が保証されなければ，女性被害者は常に「ＤＶに耐えるのか」「貧困に耐えるのか」と

いったどちらを選んでも納得できない選択を迫られて続けることになる。 
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しかし，「別れなかった」理由のトップは，男女ともに「別れるほどのことではないと思っ

た」（女性 44.8%，男性 56.9％）なのである。なぜそう思ったのかについては，推測の域を出

ないが，問４のＤＶの継続期間に関連しているのかもしれない。ＤＶが継続的なものではなか

ったとする人は，女性 59.5％，男性 72.3％という多数を占め，ＤＶが１年以上継続した人の

割合は，女性 31.3%，男性 20.1％である。もし，ＤＶが数回に過ぎないのなら「別れるほどの

ことではないと思った」としても不思議ではないのかもしれない。 

 

ＤＶ家庭で育つ子どもたちの存在 

最近まで，ＤＶ家庭における被害者は配偶者だけに限定されており，子どもへのＤＶの影響

は可視化されていなかった。筆者は，ＤＶ家庭で育った中高大学生とのカウンセリングから，

ＤＶというトラウマ体験から彼ら彼女たちを守る対策が社会的な緊急課題だと思うようにな

った。子ども達の将来の生活にさまざまなマイナスの影響を及ぼすからである。 

問 12 の「子どもが両親間のＤＶを知っていたかどうか」への回答は，「子どもは知っていた」

（52.3％）「子どもは知らなかった」（33.5％）「わからない」（11.9％）である。また，問 13

の「あなたがＤＶ被害を受けたあとの子どもの変化」への回答は，①「特に変化なし」(57.4％)，

②「大人の顔色をうかがうようになった」(25.0%)であり，③その他退行現象にあたる「不眠」

「赤ちゃん返り」「おもらし」「言葉をしゃべらなくなった」が 11.4％である。子どもが自分

たちのＤＶを知っているという人の回答でも，①が 41.3％，②38.0％，③17.4％に過ぎない。

カウンセラーとしては，これは，子どもへの影響に対する過小評価であり，親世代の希望的観

測にすぎないと思わざるを得ない。「ＤＶの目撃は児童虐待」と児童虐待防止法に規定された

以上，子どもに対する心理教育としての「ＤＶとは何か，ＤＶ家庭で子どもが育つことの問題

点，加害者を含む両親との関係，親権など」についての情報提供や，トラウマからの回復をめ

ざすカウンセリングが必要だろう。 

また，ＤＶ加害者が配偶者だけではなく，子どもに対しても暴力をふるい，虐待したケース

は，15.9％だった。筆者は，ＤＶ夫が子どもを虐待死させたある裁判において，いわゆる「非

虐待親」としての母親を支援したのだが，裁判員裁判は，彼女が過酷なＤＶ被害者であるとい

う事情を斟酌することなく，いわゆる「母性愛神話」に基づき，「母親は子どもを守るべきで

あった」とし，逮捕監禁致死事件の共犯者とみなし有罪判決を下した。子どもを守ることので

きなかったＤＶ被害者としての非加害親への理解と共感があまりにもなさすぎた判決だった。

このような痛ましい事件を未然に防ぐためにも，児童相談所などとＤＶに関わる女性相談窓口

や機関との緊密な連携による総合的，機能的なＤＶ親子への支援が必要である。 

 

ＤＶ防止策と京都市の施策 

最後に，女性やＤＶ被害者は，ＤＶへの社会的防止策として，「教育機関や家庭でのＤＶ防

止教育の必要性」を挙げ，次いで「加害者への罰則の強化」「加害者への更生教育」を挙げて

いる。筆者は，フェミニストカウンセラーとして，もっぱら女性被害者支援に努めてきたが，

最近，ジェンダーの視点から「なぜ加害者がＤＶをふるうのか，加害者のための更生プログラ 
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ムとはどのようなものであるべきなのか」などのテーマの追究がまた，被害者支援にとっても

有意義なヒントになると考えるようになった。 

しかし，このようなＤＶ被害者支援についてのより具体的な防止施策を構築するためには，

まずＤＶへの京都市民の社会的認知レベルをもう少し上げなければならないだろう。問 21 の

「京都市のＤＶ防止施策」に対する認知度の低さ――「知っている施策はない」（女性 40.2％，

男性 40.6％），さらに問 22 の「配偶者暴力防止法」に対しても「法律があること，その趣旨

も知っている」とする人は，女性の 7.4％，男性の 11.8％に過ぎない。京都市におけるこの現

実は，官民双方がまず取り組まなければならない課題なのではないだろうか。 

 

 

（注１）モラル・ハラスメントについては，マリー＝フランス・イルゴイエンヌ『モラル・ハラスメン

ト―人を傷つけずにはいられない』高野優訳，紀伊国屋書店，1999 年を参照。 

（注２）大阪弁護士会人権擁護委員会・性暴力検討プロジェクトチーム編『性暴力と刑事司法』（188 頁

～189 頁）参照。 
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はじめに 

配偶者暴力（以下ＤＶ）防止法が平成 13年に制定され 14年が経過した。その間ＤＶ被害者

からの相談は増加し続けており，平成 25 年度に全国のＤＶ相談支援センターと警察署に寄せ

られたＤＶ・暴力相談件数は約 15 万件（ＤＶ相談支援センター99,961 件・警察 49,533 件）

となっている。同様に京都市が平成 23年 10 月に開設した京都市ＤＶ相談支援センターへの相

談件数も平成 23年度 1,494 件（10 月～3 月），平成 24 年度 4,176 件，平成 25 年度 5,132 件と

増加している。このような状況の中，平成 26 年度に京都市が「配偶者からの暴力に関する市

民意識調査」を実施された。調査結果から京都市におけるＤＶの現状やその被害者の保護・支

援，ＤＶ防止に向けた取組について考えてみる。 

 

報告書から見えてくるもの 

① 性暴力に対する意識の高まり 

暴力行為に対する意識調査，「暴力行為に関する認識」(P14 図表 1-1-3)では，「されたくな

いのに裸の写真や動画を撮られたり，無断でインターネットに流されたりする」については，

男女ともに 90％を超えており，リベンジポルノなどネット社会を反映した新たなＤＶとして，

急速に意識され始めたことが分かる。また，「調査年度別 どのような行為を暴力と思うか」（P13 

図表 1-1-2）では，前回調査（平成 19 年）では，「ものを投げつける」「手でぶったり・足で

ける」等の身体的暴力が，1 番と 2 番であったが，今回の調査では「いやがっているのに性行

為を強要する」が 77.7％で最も高くなり，「見たくないのに，ポルノビデオやポルノ雑誌を見

せる」も 66.8%と前回より 10％増加しており，性的暴力に対する認識の高まりがうかがえる。 

② ＤＶ被害時の年齢の若年化 

「ＤＶ被害について」（P20 図表 2-1）では「（暴力）を受けたことがない」と答えているの

は女性 50.9％，男性 63.2％であり，女性の約半数，男性の 4 割弱がＤＶを経験していること

になる。「調査年度別 被害時の年齢」（P29 図表 2-3-1）では前回調査と同様に 30歳代が最も

多く，今回調査では 2 番が 20 歳代となっており，前回調査では 40 歳代が 2 番であったこと，

さらに 40 歳代以上の年代の減少幅が大きいことから，被害時の年齢が低年齢化していること

が見て取れる。被害時の年齢で多くなった 30 歳代と 20 歳代は有子世帯が多い年齢層であり，

子どもへの影響が危惧されるところである。  

配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力暴力暴力暴力にににに関関関関するするするする市民意識調査市民意識調査市民意識調査市民意識調査」」」」    

からからからからみたみたみたみた課題課題課題課題    
社会福祉法人 宏量福祉会理事長 

芹澤 出 
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③ 交際相手からの暴力の増加と問題 

「調査年度別 相手との関係」（P30 図表 2-4-1）（女性）では「配偶者」「同棲相手」「その

他」が少しずつ減少し「交際相手」が 16.2％から 17.6％に増加している。また，交際相手か

らの暴力の特徴として「相手との関係別 暴力行為の形態」（P31 図表 2-4-3）では，「身体的

暴力」や「性的暴力」が配偶者や同棲相手からの暴力被害者と比べて高くなっており，心身に

重大な影響を与える深刻な暴力が多いことが危惧される。 

④ 暴力を受けた時の対応と課題 

ＤＶ被害女性の「暴力被害を受けたときの対応」（P32 図表 2-5）は，「別れようと思ったが，

別れなかった」42.4％や「別れようと思わなかった」37.1％と暴力は受けたが別れなかった割

合が高くなっている。「被害時の年齢別 暴力を受けたときの対応」（P33 図表 2-5-2）では「相

手と別れた」人は 20 歳代で 24.8％と高く，その後は年齢が上がると共に減少している。「暴

力行為を行った相手との関係別 暴力を受けたときの対応」（P34 図表 2-5-3）では「相手と別

れた」人は「配偶者」の場合は 10.6％であるが，「交際相手」では，32.6％となっている。20

歳代で交際相手からの暴力であれば，「相手と別れた」被害者が多いが，配偶者となり年齢が

高くなるほど，「相手と別れた」人は少なくなっており，結婚や出産・育児と共に，一緒に過

ごした年数が長くなるほど別れることが困難となっていることがうかがえる。 

「加害者の相手と別れなかった理由」（P35 図表 2-6）（女性）では，「別れるほどのことで

はないと思った」が 44.8％で最も多い。しかし，「子どものことが気がかり」41.1％，「経済

的な不安があり生活していくメドが立たない」38％，「別れても行くところがない」27％とな

っており，「別れようと思ったが別れなかった」背景には「子どもの問題」・「経済的問題」・「住

居問題」があったことがうかがえる。 

⑤ ＤＶによる子どもへの影響 

「（子どもがいる人のうち）子どもによる認知」（P48 図表 2-10-1）では「子どもは見てい

た，又は音や声，様子から知っていた」が 52.3％となっており，半数以上の子どもがＤＶを

知っている。「子どもの変化」（P49 図表 2-11）では「特に変化は無かった」と答えている人

は 57.4％である，一方で「大人の顔色をうかがうようになった」が 25％，「言葉を話さなくな

った」6.3％，「その他」6.3％など，約 4 割の子どもにＤＶの影響が見られる。さらに「子ど

もへの暴力や虐待の有無」（P51 図表 2-12）では「あった」が 15.9％あり，ＤＶと同時に子ど

もへの直接の暴力も見られる。 

⑥ 暴力に対する対応 

「被害者との関係別 暴力を見聞きしたときの対応」（P58 図表 3-3-3）では，相談相手が「親」

「兄弟姉妹」「子・孫」等の身内の場合には，「暴力をふるっている人に対して，暴力をやめる

ように話した」や「暴力を受けている人をかくまったり，逃がしたりした」が多く，直接的に

解決に向けて支援されることが多い。一方相談相手が「友人・知人」「近所の住民」の場合に

は，「どう対応したらいいのかわからず・他人のことなので口出しすべきでない・トラブルに

巻き込まれたくなかった・暴力かどうか判断がつかず」などの理由で「何もしなかった」とい

う回答が多くなっている。いずれも専門相談機関の活用があまりなされていないことは残念で 
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ある。 

被害経験のある人が選択した「被害者に必要な支援施策」（P64 図表 4-2-1）について回答

した中では，暴力をふるう相手から一時的に逃れる場所の提供」50.4％や「母子生活支援施設

やステップハウスなど，自立のための準備期間を過ごす中間的な施設の増設」36.7％が多くな

っており，避難して安全に生活できる施設の充実を望む声が多い。 

⑦ ＤＶ防止への取組 

「配偶者からの暴力を防止するために必要な取組」（P59 図表 4-1）では「学校または大学

で児童・生徒・学生に対し，暴力を防止するための教育を行う」46.4％と「家庭で保護者が子

どもに対し，暴力を防止するための教育を行う」44.8％が多く，子ども達に暴力に対する正し

い認識を伝えることの大切さが意識されている。また，「加害者への罰則を強化する」39.9％

や「暴力を振るったことのある者に対し，二度と繰り返さないための教育を行う」31.7％も多

く，暴力の加害者に対する厳罰化や再教育を求める声も多い。 

 

調査から見えてきたもの 

① 若年層の課題 

調査結果では，ＤＶ被害者の低年齢化，交際相手からのＤＶ（デートＤＶ）の増加とともに，

性的暴力に対する意識が高まってきている。この背景としては，高機能化した携帯電話端末（ス

マートフォン）が広がり，メールやブログ・ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サービス）

による誹謗中傷や，ＧＰＳ・電波追跡機能を利用した監視や追跡等が簡単に行えるようになっ

たこと，ストーカー被害やリベンジポルノなどが社会問題化したことが背景にあると思われる。 

必要な支援としてはＤＶやストーカーに対する正しい知識と共に，ネットワークサービスの

危険性を伝える取組が大切である。また，若い世代のＤＶ加害者は盲目的で突発的な行動に出

る者もおり，被害者も危険に対する認識が低く，行動が予測しづらい一面があるため，早くに

専門機関に相談するなどの，安全対策を取ることを促す必要がある。 

② 子育て世代の課題 

暴力を受けた人が多い 30 歳代，20歳代は，結婚や出産・育児と生活が大きく変化する年代

である。ＤＶがあっても別れなかった理由としては，「子どものことが気がかり」「経済的不安

があり生活していくメドが立たない」「別れても行くところがない」等の回答が多く，ＤＶ被

害に苦しみながら解決の糸口が見つけられない難しさが感じられる。しかし，ＤＶ被害世帯の

子どもの 4 割が精神的影響を受けていることからも，関係機関が連携して，別れられなかった

背景にある「子どもの問題」「経済的問題」「住居問題」への支援施策の活用についての情報提

供を行い，寄り添いながら支援していくことが必要である。 

③ 高齢者の課題 

40 歳以上のＤＶ被害者では，「暴力を受けた時の対応」で「別れようと思った」と答えた人

が年齢とともに少なくなっている。永年にわたりＤＶ被害を受け続けたために無気力になった

り，慣れ親しんだ所から離れる不安や老後の不安をもつ人も多いと思われる。少しでもＤＶに 
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対する正しい認識を持たれるように情報提供し，被害者がＤＶの問題について理解を深め，自

らが主体的に安心安定した生活について考えられるように支援していくことが大切である。 

④ 全体を通して 

「暴力行為に関する認識＜平成 23年度内閣府調査との比較＞」（P12 図表 1-1-1）では，京

都市はすべての調査項目において，全国調査を上回っており京都市民のＤＶに対する認識の高

さがうかがえる。これはＤＶに対する啓発冊子の配布や講演会などの啓発活動を積極的に展開

してきたことの表れであると評価できる。また，京都市がデートＤＶの啓発活動として，学校

や大学等の教育機関と連携した啓発活動に取組まれていることは，「学校又は大学で児童・生

徒・学生に対し暴力を防止するための教育を行う」取組みを求める意見が多かったことや，「交

際相手からの暴力の増加」に合致した取組みとなっている。さらに，平成 23 年に京都市ＤＶ

相談支援センターを設置されたことが「調査年度別 相談先（女性）」（P43 図表 2-8-1）で「Ｄ

Ｖ相談支援センター」と「民間の相談機関や専門家」への相談件数が急増したことにつながっ

たと思われる。 

一方，「被害者に必要な支援施策」（P64 図表 4-2-1）として「暴力をふるう相手から一時的

に逃れる場所の提供」や「母子生活支援施設やステップハウスなど，自立のための準備期間を

過ごす中間的な施設の増設」，「身近な相談窓口の充実」を望む声が多かった。ＤＶ相談支援セ

ンターや福祉事務所が身近な相談窓口となり一時保護施設や母子生活支援施設の活用，生活保

護を含む様々な制度や施策の活用について情報提供を行い，ＤＶから逃れた後の養育や経済的

な不安が少しでも和らぐように支援することが求められている。また，一時保護施設や母子生

活支援施設は，保護を望みながら施設側の一方的なルール等により利用に至らない被害者がい

ることに対して，ニーズに応える施設づくりを目指す必要がある。 

制度には必ず狭間がつきものである。この狭間を埋めるためにはゆるやかな運用による歩み

寄りによって埋める努力が必要である。支援が途切れることなくつながっていくことで，ワン

ストップや未来を見据えた支援が実現する。この「ゆるやかで切れ目のない支援」の実現に向

けて関係機関や施設，支援する一人ひとりが協力して取り組むことがより多くのＤＶ被害者を

救うことにつながると考える。 
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はじめに 

パートナー間での暴力を意味するＤＶ（ドメステイック・バイオレンス）という言葉が日本

に入ってきたのは，今からちょうど 20 年くらい前のことだったと思います。背景には，女性

に対する暴力の撤廃を目指す国際社会の大きなうねりがありました。 

実は，国際社会がこの問題に本格的に取り組み始めたのは，それほど前のことではありませ

ん。20世紀も後半に入ってのことなのです。特に 1993 年，国連による「女性に対する暴力の

撤廃に関する宣言」の採択が，その後の国際社会における女性に対する暴力撤廃の動きの大き

な契機となったのでした。背景には，女性差別の構造を支えている大きな要因として男性によ

る女性への暴力が存在しているという認識がありました。この宣言では「女性に対する暴力」

を「肉体的，精神的，性的，心理的な損害や苦痛を感じさせる性別に基づくあらゆる暴力行為」

と定義しています。その後，1995 年，北京で開催された世界女性会議などを通じて，各国は

性暴力撤廃に向けた取組を強化するようになったことはご存知の方も多いでしょう。 

 

日本での取組 

ＤＶ防止のための法制度や予防対策について，早い段階で様々な取組を開始していたのは，

アメリカ合衆国でした。州によって違いはありますが，いくつもの州政府がＤＶ防止の法律や

被害者保護，加害者更正の仕組みを作り出していました。続く 1990 年代半ば頃には，多くの

ヨーロッパやアジアの諸国でＤＶ防止法や性暴力禁止法が作られていきます。たとえば韓国で

は 1997 年に，台湾でも 98 年にＤＶについての法律が制定されています。日本は，こうした国

際社会の動きからちょっと遅れて 2001 年に「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護（等）

に関する法律」が成立しています。 

当初は身体的暴力に限定されていたＤＶの範囲は，相次ぐ法の改正の中で拡大しています。

精神的暴力，社会的暴力，経済的暴力，性的暴力も現在のＤＶ法では「暴力」に含まれている

のです（保護命令等は，身体的暴力に限定）。対象者も，配偶者（事実婚含む）に限られてい

たものが，離婚後のカップルにまで広げられ，また，在住外国人の方にも適用されるようにな

っています。 

  

ＤＶＤＶＤＶＤＶについてのについてのについてのについての市民意識調査市民意識調査市民意識調査市民意識調査とととと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    
 

京都大学大学院文学部研究科教授 

伊藤 公雄 
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市民意識のなかの「暴力」 

暴力は人間関係を破壊し，深い心の傷を生み出します。ときには生きる希望さえ奪ってしま

うものです。それが身近な配偶者や恋人であれば，そのショックはより深いものになるでしょ

う。しかし，多くの人は「何が暴力か」について，いまだ十分認識しているとはいえません。 

今回の意識調査でも，「どのような行為を暴力と思うか」という質問があります（問１）。「手

でぶったり，足でける」や「性的な強要」などについては 8 割近い人が「暴力」と認識してい

ますが，「暴力にあたる場合とそうでない場合がある」や「暴力にあたるとは思わない」と考

える市民も 2 割くらいいます。ＤＶ防止法が「暴力」としている「精神的暴力」や「社会的暴

力」，「経済的暴力」にあたるような項目に対しても，はっきり「暴力」と回答している人は 4

割から 5割程度にすぎません。あらゆる「暴力」は犯罪的な行為であるということについての

市民の認識をもっともっと深める必要があります。 

 

被害者の実態と対策の重要性 

ＤＶの被害体験者は女性で 34．5％，男性も 16.7％とかなりの割合に上ります。ＤＶ被害は，

この数字が示すように圧倒的に女性に多いのは事実です。また，問 8 の「（暴力にあっても）

相手と別れなかった理由」の回答をみても，「子どものことが気がかり」，「経済的に不安があ

り生活していくメドが立たない」，「別れても行くところがない」などの項目に女性の回答が多

いことからも，女性に対する保護の仕組みづくりは一層進める必要があることが分かります。

特に経済的不安は，男性被害者と比べて女性被害者の回答割合が高いことにも注目する必要が

あるでしょう。経済問題と居場所の重要性が増していることは，「被害者に必要な支援策」の

質問に，「当面の生活費の貸付け・給付」，「自立のための準備期間を過ごす中間施設」「民間賃

貸住宅の身元保証」といった要求が，前回調査から回答者割合が大きく増えていることからも

推察できるでしょう。 

ただし，被害経験をみると「手をあげられた」が女性で 19％，男性も 7.7％，「なぐられた

り，けられたりした」は女性 11.9％，男性 4.4％と，女性のほぼ半分くらいの割合で身体的暴

力を受けた経験のある男性がいます。問 15 の「加害経験の有無」でも，女性の加害経験者が

4～8％程度存在しています。興味深いことに女性加害者割合と男性被害者の割合はほぼ一致し

ます。それなりの割合で，男性の身体的暴力の被害者が存在していることがうかがえます。し

かし，「別れなかった理由」の回答をみると，男性被害者は，女性と比べて「自分が悪いと思

った」とか，「世間体を考えて」いることもわかります。 

現行のＤＶ対策は，女性被害者を第一に対応してきました。そのことは，女性の被害割合の

高さや，ＤＶからの脱出の手段が女性には少ないことからも当然の対応だろうと思います。こ

の対策はさらに充実させていく必要があります。しかし，身体的暴力を経験している男性がそ

れなりの割合で存在しているのですから，今後は，既存の施設などを活用して，女性とは異な

る場所での男性対象の相談や保護の準備をしておく必要があると思います。 
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子どもという課題 

今回の調査では，「子どもによる認知」についても聞いています。「子どもは見ていた」，又

は「見ていないが音や声の様子から知っていた」は，3割強という回答でした。また，配偶者

等からの暴力による子どもの反応についても，「特に変化はなかった」が半数という結果でし

た。しかし，子どもたちは，実際に目撃はしていなくても，両親等の間の暴力に気付いている

可能性はかなりあるのではないかと思います。 

ＤＶは，暴力の連鎖を産むともいわれています。ＤＶ家庭で育った子どもが親になったとき

に，今度は加害者として配偶者や子どもに暴力をふるうという傾向が高いことは，繰り返し議

論されてきました。ＤＶ家庭の子どもへの精神的ケア施策の充実とともに，「子どもにとって

のＤＶ」という問題の重要性について，市民に周知していくことも極めて大切なことです。 

さらに，ＤＶなどを契機に離婚となった場合の子どもとの面会問題も今後はきちんと整備し

ていくべき課題です。平成 25 年には，子どもとの面会ができなかったということを理由に，

子どもを道連れに焼身自殺をした男性のニュースが話題になりました。ＤＶを振るう元夫に合

わせたくないという母親の気持ちはわからないでもありませんが，裁判所や行政機関がきちん

と間に入る形で，面会の場を整備していくことも，こうした不幸を防ぐためには必要になると

思います。 

 

男性加害者問題にどう取り組むか 

ＤＶでは男性が加害者になりやすいのも事実です。加害男性に対する対応も進めていく必要

があります。加害男性が減るということは，ＤＶ抑止のひとつのキーポイントなのです。 

行政機関や民間団体による男性のための脱暴力プログラムなども動いてはいますが，まだ，

様々な困難と問題をはらんでいます。本来なら，ＤＶの加害者に対して，司法の関与の下での

「脱暴力」のための更正プログラムが準備されるべきだと個人的には考えています。しかし，

現行のＤＶ法は未だここまで踏み込んだ加害者対応はできていません。 

とりあえずは，現在京都市でも進めている男性対象の相談事業は，この問題への対応のひと

つの契機になると思います。ＤＶの加害に悩みを抱えている男性もいます。また，意外なこと

かもしれませんが，ＤＶ被害者である妻の勧めで「ＤＶ加害者にならないようにするにはどう

したらいいのか」と相談をしてくる男性もいます。変わろうとしている男性たちに，脱暴力へ

向けてアドバイスをすることは，極めて大切です。もちろん相談したからといってすぐに脱Ｄ

Ｖへの道が開けるわけでもないでしょう。とはいえ，女性の被害者への十分な配慮の下で加害

男性への働きかけをすすめていく必要があることは明らかです。 

男性たちの暴力の背景には，男性たちが抱えている社会的・経済的悩みが控えている場合も

多いと考えられます。男性相談事業を通じて，男性たちの悩みを受けとめ，それを分析する中

で男性自身の変化をうながす政策を本格的に準備する必要があります。 

 

  



第３章 調査結果を受けて －専門家意見－ 

- 86 - 

 

おわりに 

ＤＶ防止のためには，教育の面での対応も重要です。学齢に合わせる形で学校教育の中に非

暴力トレーニングや暴力回避のための学習をプログラムとして組み込んでいくことも必要で

す。 

また，社会教育や職員研修の中にＤＶについての基本的な知識や法律及び制度についての情

報提供の場を設定することも考えていく必要があります。ＤＶ家庭の子どもと接触する可能性

の高い保育士さんや教員の皆さん，さらに医療従事者の人たちにＤＶ法の内容とＤＶへの対応

方法について周知させていくことも継続して進めていく必要があります。 

20 年前に国際社会が明らかにしたように，暴力撤廃は男女平等＝男女共同参画社会の基礎

であることも忘れてはならないでしょう。少子高齢がますます深まる今後の日本社会を，安定

した成熟社会にしていくためにも，ＤＶをはじめとした暴力の抑止は極めて重要な市民の課題

なのです。 
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この調査についてのお問合せは，男女共同参画推進課までお願いします。この調査についてのお問合せは，男女共同参画推進課までお願いします。この調査についてのお問合せは，男女共同参画推進課までお願いします。この調査についてのお問合せは，男女共同参画推進課までお願いします。    

    

    京都市京都市京都市京都市    文化市民局文化市民局文化市民局文化市民局    共同参画社会推進部共同参画社会推進部共同参画社会推進部共同参画社会推進部    男女共同参画推進課男女共同参画推進課男女共同参画推進課男女共同参画推進課    

〒〒〒〒    604604604604----8571 8571 8571 8571 京都市中京区寺町通御池京都市中京区寺町通御池京都市中京区寺町通御池京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町上る上本能寺前町上る上本能寺前町上る上本能寺前町 488488488488 番地番地番地番地    

ＴＴＴＴEL  075EL  075EL  075EL  075----222222222222----3091309130913091（直通）（直通）（直通）（直通）    FAX  075FAX  075FAX  075FAX  075----222222222222----3223322332233223    

ＥＥＥＥ----mail  mail  mail  mail  ｄａｎｊｏ＠ｃｉｔｙ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐｄａｎｊｏ＠ｃｉｔｙ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐｄａｎｊｏ＠ｃｉｔｙ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐｄａｎｊｏ＠ｃｉｔｙ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ 

 

 

  

 

 

 

 

１ 封筒封筒封筒封筒のあてのあてのあてのあて名名名名のののの方御本人方御本人方御本人方御本人が，お答えください。 

 

２ 記入が終わりましたら，この調査票を同封の返信用封筒（切

手不要）に入れて，６６６６月月月月１６１６１６１６日日日日（（（（月月月月））））までにまでにまでにまでに    投函してくだ

さい。 

 

３ この調査は無記名方式で，回答の結果はコンピュータで集

計しますので，個人が特定されることは一切ありません。ま

た，御回答いただいた内容をこの調査以外で使用することは

ありません。 

 

４ 年齢など御本人に関する回答は，この調査票の記入日現在

の状況でお書きください。 

 

５ 問１から順に，各質問ごとに用意してある選択肢の中から，

該当する番号に○をつけてください。○をつける数は，「あて

はまるもの１つ」，「あてはまるものすべて」など質問によっ

て異なりますので，指示に従ってください。 

 

６ 質問によっては，回答していただく方が限られている場合

があります。その場合は，矢印（➝）に従って，指定された

次の質問に進んでください。 

 

御記入にあたってのお願い御記入にあたってのお願い御記入にあたってのお願い御記入にあたってのお願い    
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問問問問１１１１    あなたはあなたはあなたはあなたは，，，，次次次次のようなことがのようなことがのようなことがのようなことが夫婦夫婦夫婦夫婦やややや交際中交際中交際中交際中のののの男女男女男女男女のののの間間間間でででで行行行行われたわれたわれたわれた場合場合場合場合，，，，そそそそ

れをれをれをれを暴力暴力暴力暴力だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。        （Ａ～Ｊ（Ａ～Ｊ（Ａ～Ｊ（Ａ～Ｊそれぞれそれぞれそれぞれそれぞれ    あてはまるあてはまるあてはまるあてはまる番号番号番号番号１つに○１つに○１つに○１つに○））））    
 

    

    

ど

ん

な

場

合

で

も 

暴
力
に
あ
た
る
と
思
う 

暴
力
に
あ
た
る
場
合

も
そ
う
で
な
い
場
合

も
あ
る
と
思
う 

暴
力
に
あ
た
る
と
は 

思
わ
な
い 

Ａ 手でぶったり，足でける    １ ２ ３ 

Ｂ 物を投げつける １ ２ ３ 

Ｃ なぐるふりをして，おどす １ ２ ３ 

Ｄ いやがっているのに性的な行為を強要する １ ２ ３ 

Ｅ 見たくないのに，ポルノビデオやポルノ雑誌を

見せる 
１ ２ ３ 

Ｆ されたくないのに裸の写真や動画を撮られた

り，無断でインターネットに流されたりする 
１ ２ ３ 

Ｇ 何を言っても長期間無視を続ける １ ２ ３ 

Ｈ 「誰のおかげで生活できるんだ」とか，「かい

しょうなし」などと言う 
１ ２ ３ 

Ｉ 大声でどなる １ ２ ３ 

Ｊ 交友関係や電話，メールをチェックする １ ２ ３ 

Ｋ 金の使い道を細かくチェックしたり，生活費を

渡さない 
１ ２ ３ 

    

    

問問問問２２２２    夫婦夫婦夫婦夫婦やややや交際中交際中交際中交際中のののの男女間男女間男女間男女間のののの暴力暴力暴力暴力についてどのようにについてどのようにについてどのようにについてどのように思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    
（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○））））    

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

        

 

１ どんな理由があっても暴力はふるうべきではないと思う     

２ 暴力を受ける方にも問題があるのではないかと思う 

３ 暴力をふるう人は異常な人だと思う 

４ 夫婦(交際中の男女)間のケンカの一種で暴力にはあたらないと思う 

５ 暴力は個人的な問題ではなく，社会的な対策が必要な問題だと思う 

６ 暴力をふるう相手とは別れたらいいと思う 

７ その他（具体的に                          ） 
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問問問問３３３３    男性男性男性男性もももも含含含含めてめてめてめて全全全全てのてのてのての方方方方におにおにおにお伺伺伺伺いしますいしますいしますいします。。。。あなたにはあなたにはあなたにはあなたには，，，，配偶者配偶者配偶者配偶者やややや交際相手交際相手交際相手交際相手かかかか

らららら次次次次のようなことをされたのようなことをされたのようなことをされたのようなことをされた経験経験経験経験がありますかがありますかがありますかがありますか。。。。    
        ((((あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○))))    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

    

    

問問問問４４４４    上記上記上記上記のののの経験経験経験経験があるがあるがあるがある場合場合場合場合，，，，それらのそれらのそれらのそれらの行為行為行為行為はどのくらいのはどのくらいのはどのくらいのはどのくらいの期間続期間続期間続期間続きましたかきましたかきましたかきましたか    

（（（（続続続続いていますかいていますかいていますかいていますか））））。。。。                                                        （（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１つに○１つに○１つに○１つに○））））    

    

    

    

    

    

 

問問問問５５５５ 上記上記上記上記のののの行為行為行為行為をををを受受受受けたけたけたけた（（（（受受受受けているけているけているけている））））ときのときのときのときの，，，，あなたのあなたのあなたのあなたの年齢年齢年齢年齢はいくつでしたはいくつでしたはいくつでしたはいくつでした    

（（（（ですですですです））））かかかか。。。。                                                            （（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてにすべてにすべてにすべてに○○○○））））    

 

 

 
  

  

１ 以下のようなこと（暴力）を受けたことはない 

２ 手をあげられたことがある 

３ なぐられたり，けられたりした 

４ 物を投げつけられたり，壊されたりした 

５ 子どもの目の前で暴力をふるわれたり，子どもに暴力をふるわれた 

６ 暴力によってケガをし，医者にかかったことがある 

７ 「バカだ」「変だ」「何も知らない」あるいは「父親（母親）失格だ」「家計 

のやりくりが下手だ」「おれ（私）が養ってやっている」などとののしられた 

８ 何を言ってもしても，無視された 

９  病気の時や妊娠中に冷たくされた 

10 悪くもないのに謝らされるなど，したくないことを強制された 

11 実家の親・きょうだい，友人との付き合いをいやがられたり，禁止された 

12 外出を制限されたり，電話をチェックされたり，手紙を開封されたりした 

13 金の使い道を細かくチェックされたり，生活費を渡されなかったりした 

14 異性関係を疑われたり，気がすすまないと伝えているのにセックスさせられた  

15 避妊に協力してくれなかったり，中絶を強要された 

16 その他（具体的に                        ） 

 

17 配偶者や交際相手がいたことがない 

 

 

１ 継続的なものではなかった   

２ １年未満             ３ １年～３年未満 

４ ３年～５年未満          ５ ５年～10 年未満 

６ 10 年～20 年未満          ７ 20 年以上 

ああああ    なななな    たたたた    のののの    ここここ    とととと    にににに    つつつつ    いいいい    てててて    おおおお    聞聞聞聞    きききき    しししし    まままま    すすすす        

    問問問問４へ４へ４へ４へ    

問問問問 15151515 へへへへ    

 

１ 10 歳代       ２ 20 歳代       ３ 30 歳代       

４ 40 歳代       ５ 50 歳代       ６ 60 歳以上 

問問問問 16161616 へへへへ    
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問問問問６６６６ あなたにあなたにあなたにあなたに    問問問問３の２３の２３の２３の２～～～～16161616 のようなのようなのようなのような行為行為行為行為をををを行行行行ったったったった相手相手相手相手はははは，，，，あなたからあなたからあなたからあなたから見見見見てどてどてどてど

のようなのようなのようなのような関係関係関係関係にあったにあったにあったにあった（（（（あるあるあるある））））人人人人ですかですかですかですか。。。。当時当時当時当時のののの関係関係関係関係でおでおでおでお答答答答えくださいえくださいえくださいえください。。。。    

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○））））    

 

 

 

 

 

 

 

問問問問７７７７    あなたはあなたはあなたはあなたは，，，，問問問問３の３の３の３の２２２２～～～～16161616 のようなのようなのようなのような行為行為行為行為をををを受受受受けたときけたときけたときけたとき，，，，どうしましたかどうしましたかどうしましたかどうしましたか。。。。    

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１つに○１つに○１つに○１つに○））））    

    

    

    

    

    

    

    

問問問問８８８８    あなたがあなたがあなたがあなたが    問問問問３の２３の２３の２３の２～～～～16161616 のようなのようなのようなのような行為行為行為行為をををを行行行行うううう相手相手相手相手とととと別別別別れなかったれなかったれなかったれなかった（（（（別別別別れなれなれなれな

いいいい））））理由理由理由理由はははは，，，，どんなことですかどんなことですかどんなことですかどんなことですか。。。。                            ((((あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの３つまでに○３つまでに○３つまでに○３つまでに○))))    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

 

 

  

 

１ 相手と別れた                                                                                                                                                         問問問問９へ９へ９へ９へ    

２ 別れようと思ったが，別れなかった 

３ 別れようとは思わなかった 

 

１ 経済的な不安があり，生活していくメドがたたない 

２ 別れても行くところがない 

３ 子どものこと（親権・子どもの意思・環境）が気がかり 

４ 相手の反応が怖かった 

５ 相手が謝って反省するので，変わってくれるのではと期待した 

６ 自分が悪いのだと思っていた 

７ 混乱して，どうしていいのか考えることができなかった 

８ 世間体を考えて 

９ 老人や病人を抱えている 

10 相手には自分が必要だと思った 

11 相手が別れることに同意しなかった 

12 別れるほどのことではないと思った 

13 その他（具体的に                          ） 

    問問問問８へ８へ８へ８へ    

 

１ 配偶者  

２ 同棲相手  

３ 交際相手 

４ その他（具体的に                          ） 
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問問問問９９９９    配偶者配偶者配偶者配偶者やややや交際相手交際相手交際相手交際相手からのからのからのからの暴力暴力暴力暴力のののの状況状況状況状況をだれかにをだれかにをだれかにをだれかに相談相談相談相談したことがありますかしたことがありますかしたことがありますかしたことがありますか。。。。    

 

 

 

問問問問 10101010    問問問問９で９で９で９で「「「「はいはいはいはい」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。だれだれだれだれ（（（（どこどこどこどこ))))にににに相談相談相談相談しましたかしましたかしましたかしましたか。。。。    
    ((((あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○))))    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

    

    

問問問問 11111111    問問問問９で９で９で９で「「「「いいえいいえいいえいいえ」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。だれだれだれだれ（（（（どこどこどこどこ））））にもにもにもにも相談相談相談相談しなしなしなしな

かったのはかったのはかったのはかったのは，，，，なぜですかなぜですかなぜですかなぜですか。。。。                                    （（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○))))    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

１ はい →→→→    問問問問 10101010 へへへへ      ２ いいえ ➝➝➝➝    問問問問 11111111 へへへへ    

 

１ だれ（どこ）に相談してよいのかわからなかった 

２ 相談しても無駄だと思った 

３ 相談したことがわかると，仕返しを受けたりもっとひどい暴力を受けると思った 

４ 相談しても，自分のせいにされたり，我慢するように言われるのではないかと思った 

５ 自分さえ我慢すれば，なんとかこのままやっていけると思った 

６ 混乱して，どうしていいのか考えることができなかった 

７ 世間体が悪いので，他人に知られたくないと思った 

８ 他人を巻き込みたくなかった 

９ 他人に知られると，これまで通りのつきあい（仕事や学校などの人間関係）がで

きなくなると思った 

10 そのことについて思い出したくなかった 

11 自分に悪いところがあると思った 

12 相手の行為は愛情の表現だと思った 

13 相談するほどのことではないと思った 

14 その他（具体的に                           ） 

 

１ 配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所） 

２ 警察 

３ 法務局，人権擁護委員 

４ 男女共同参画センター 

５ 福祉事務所，保健所 

６ 上記以外の公的な機関（具体的に                   ） 

７ 民間の専門家や専門機関（弁護士，カウンセリング機関，民間緊急一時保護施

設（民間シェルター），ＮＰＯ団体など） 

８ 医療関係者（診療科名            ， 医師・看護師 ） 

９ 学校関係者（教員，養護教員，スクールカウンセラーなど） 

10 家族・親戚 

11 友人・知人 

12 その他（具体的に                          ） 
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問問問問 12121212    あなたのおあなたのおあなたのおあなたのお子子子子さんはさんはさんはさんは，，，，あなたがあなたがあなたがあなたが    問問問問３の２３の２３の２３の２～～～～16161616 のようなのようなのようなのような行為行為行為行為をををを受受受受けたことけたことけたことけたこと

をををを知知知知っていましたかっていましたかっていましたかっていましたか。。。。（お子さんが 18 歳以上の場合は，18 歳になるまでの頃に

ついてお答えください。）           （（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１つに○１つに○１つに○１つに○））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

    

問問問問 13131313    あなたがあなたがあなたがあなたが    問問問問３の２３の２３の２３の２～～～～16161616 のようなのようなのようなのような行為行為行為行為をををを受受受受けたあとけたあとけたあとけたあと，，，，おおおお子子子子さんになにかさんになにかさんになにかさんになにか変変変変

化化化化はありましたかはありましたかはありましたかはありましたか。。。。                                                （（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべすべすべすべてに○てに○てに○てに○））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

問問問問 14141414    あなたがあなたがあなたがあなたが    問問問問３の２３の２３の２３の２～～～～16161616 のようなのようなのようなのような行為行為行為行為をををを受受受受けたときけたときけたときけたとき，，，，あなたのおあなたのおあなたのおあなたのお子子子子さんにさんにさんにさんに

対対対対してもしてもしてもしても暴力暴力暴力暴力やややや虐待虐待虐待虐待がありましたかがありましたかがありましたかがありましたか。。。。                

 

 

 

 

    

    

    

        

 

１ 子どもはいない                                                問問問問 15151515 へへへへ    

２ 子どもは見ていた 

３ 子どもは見ていないが，音や声，様子から知っていた 

４ 子どもは知らなかった 

５ その他（具体的に                    ） 

６ わからない 

 

 

１ 大人の顔色をうかがうようになった 

２ 夜なかなか寝なくなった 

３ 急に甘えるようになったり，赤ちゃんがえりした 

４ おもらしするようになった 

５ 言葉を話さなくなった 

６ その他（具体的に                          ） 

７ 特に変化はなかった 

１ あった       ２ なかった 

問問問問 13131313 へへへへ    
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問問問問 15151515    男性男性男性男性もももも含含含含めてめてめてめて全全全全てのてのてのての方方方方におにおにおにお伺伺伺伺いしますいしますいしますいします。。。。あなたはあなたはあなたはあなたは，，，，配偶者配偶者配偶者配偶者やややや交際相手交際相手交際相手交際相手にににに

次次次次のようなことをしたのようなことをしたのようなことをしたのようなことをした経験経験経験経験がありますかがありますかがありますかがありますか。。。。    

    ((((あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○))))    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

  

１ 以下のようなこと（暴力）をしたことはない 

２ 手をあげたことがある 

３ なぐったり，けったりした 

４ 物を投げつけたり，壊したりした 

５ 子どもの目の前で暴力をふるったり，子どもに暴力をふるった 

６ 暴力によってケガをさせ，医者にかけさせたことがある 

７ 「バカだ」「変だ」「何も知らない」あるいは「父親（母親）失格だ」「家計 

のやりくりが下手だ」「おれ（私）が養ってやっている」などとののしった 

８ 何を言われてもされても，無視した 

９  病気の時や妊娠中に冷たくした 

10 悪くもないのに謝らさせるなど，したくないことを強制した 

11 実家の親・きょうだい，友人との付き合いをいやがったり，禁止した 

12 外出を制限したり，電話をチェックしたり，手紙を開封したりした 

13 金の使い道を細かくチェックしたり，生活費を渡さなかったりした 

14 異性関係を疑ったり，気がすすまないと伝えられているのにセックスした 

15 避妊に協力しなかったり，中絶を強要した 

16 その他（具体的に                        ） 

 

17 配偶者や交際相手がいたことがない 
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問問問問 16161616    あなたのあなたのあなたのあなたの周囲周囲周囲周囲でででで，，，，配偶者配偶者配偶者配偶者やややや交際相手交際相手交際相手交際相手からからからから暴力暴力暴力暴力をををを受受受受けているけているけているけている（（（（受受受受けたけたけたけた経験経験経験経験のののの

あるあるあるある））））人人人人をををを知知知知っていますかっていますかっていますかっていますか。。。。                                            （（（（あてはあてはあてはあてはまるものまるものまるものまるもの１つに○１つに○１つに○１つに○））））    

    

 

 

 

 

 

 

問問問問 17171717    暴力暴力暴力暴力をををを受受受受けているけているけているけている（（（（受受受受けたけたけたけた経験経験経験経験のあるのあるのあるのある））））人人人人はははは，，，，あなたからあなたからあなたからあなたから見見見見てどのようなてどのようなてどのようなてどのような

間柄間柄間柄間柄のののの人人人人ですかですかですかですか。。。。                                                                                            （（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○））））    

 

 

 

 

 

 

 

問問問問18181818暴暴暴暴力力力力をををを受受受受けているけているけているけている（（（（かもしれないかもしれないかもしれないかもしれない））））ことにことにことにことに気気気気づいてづいてづいてづいて，，，，あなたはどうしましたかあなたはどうしましたかあなたはどうしましたかあなたはどうしましたか。。。。
（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

１ 知っている    

２ もしかしたら暴力を受けているかもしれないと思う人がいる 

３ 知らない                           問問問問 19191919 へへへへ 

１ 親         ２ 兄弟姉妹      ３ 子・孫 

４ 友人・知人     ５ 近所の住民      

６ その他（具体的に       ）    

 

１ 暴力をふるっている人に対して，暴力をやめるよう話した     

２ 暴力を受けている人に対して，我慢するよう話した 

３ 暴力を受けている人をかくまったり，逃がしたりした 

４ 暴力を受けている人にお金を貸したり，部屋を借りる時の保証人になったりした 

５ 暴力を受けている人を医療機関や相談機関に連れて行った 

６ 暴力を受けている人に相談先を紹介した 

７ 警察に通報した 

８ どう対応したらいいかわからず，何もしなかった 

９ トラブルに巻き込まれたくなかったので，何もしなかった 

10 他人のことなので口出しすべきでないと思い，何もしなかった 

11 暴力かどうか判断がつかず，何もしなかった 

12 その他（具体的に                          ） 

周周周周    囲囲囲囲    のののの    方方方方    のののの    ここここ    とととと    にににに    つつつつ    いいいい    てててて    おおおお    聞聞聞聞    きききき    しししし    まままま    すすすす    

問問問問 17171717 へへへへ    
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問問問問 19191919    夫婦夫婦夫婦夫婦やややや交際中交際中交際中交際中のののの男女間男女間男女間男女間におけるにおけるにおけるにおける暴力暴力暴力暴力をををを社会全体社会全体社会全体社会全体でででで防止防止防止防止するためにはするためにはするためにはするためには，，，，どどどど

のようなことがのようなことがのようなことがのようなことが必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。            （（（（あてはまるもあてはまるもあてはまるもあてはまるものののの３つまでに○３つまでに○３つまでに○３つまでに○))))    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

問問問問 20 20 20 20 配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力暴力暴力暴力のののの被害者被害者被害者被害者はははは，，，，精神的精神的精神的精神的にもにもにもにも経済的経済的経済的経済的にもにもにもにも困難困難困難困難なななな状況状況状況状況におかれていますにおかれていますにおかれていますにおかれています。。。。

被害者被害者被害者被害者へのへのへのへの支援施策支援施策支援施策支援施策としてどのようなことがとしてどのようなことがとしてどのようなことがとしてどのようなことが必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。        
（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの３つまでに○３つまでに○３つまでに○３つまでに○））））    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ひとり親家庭に支給される手当 

※２ 様々な事情で生活が困難な母子世帯等を保護するとともに，自立促進のための支援を

行う施設 

※３ 配偶者等からの暴力の被害者が，緊急一時保護のあと，就労など自立の準備をしなが

ら生活する施設  

１ 暴力をふるう相手から一時的に逃れる場所の提供 

２ 当面の生活費の貸付け・給付 

３ 生活保護や児童扶養手当(※１)支給に係る手続の迅速化，条件緩和等 

４ 母子生活支援施設(※２)やステップハウス(※３)など，自立のための準備期間

を過ごす中間的な施設の増設 

５ 民間賃貸住宅の契約時の身元保証 

６ 公的賃貸住宅への優先入居や入居条件の緩和等（保証人，住民票の有無等） 

７ 就労のための技能・資格取得など経済的自立のための支援 

８ 仕事の紹介・斡旋，就職時の身元保証 

９ 心理カウンセリング 

10 身近な相談窓口の充実 

11 友だち・仲間づくりの支援 

12 職務関係者（官公庁，病院，学校など）の不適切な言動（「あなたにも悪い点

がある」という発言など）による，二次的な被害の防止 

13 子どもへのカウンセリング 

14 保育所や学童保育の入所についての配慮 

15 その他（具体的に                          ） 

１ 家庭で保護者が子どもに対し，暴力を防止するための教育を行う 

２ 学校または大学で児童・生徒・学生に対し，暴力を防止するための教育を行う 

３ 地域で，暴力防止のための研修会，イベントなどを行う 

４ 暴力防止のための広報・啓発活動を積極的に行う 

５ 暴力を振るったことのある者に対し，二度と繰り返さないための教育を行う 

６ 加害者への罰則を強化する 

７ 被害者を発見しやすい立場の警察や医療機関，学校などに対しての研修を行う 

８ 暴力を助長するおそれのある情報（雑誌，ゲーム，インターネットやホームページなど）

を取り締まる 

９ その他（具体的に                          ） 

10 特にない 

配偶者等からの暴力防止や被害者支援についてお聞きします配偶者等からの暴力防止や被害者支援についてお聞きします配偶者等からの暴力防止や被害者支援についてお聞きします配偶者等からの暴力防止や被害者支援についてお聞きします    
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問問問問 21212121    京都京都京都京都市市市市がががが行行行行っているっているっているっている配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力暴力暴力暴力のののの防止防止防止防止にににに関関関関するするするする次次次次のののの施策施策施策施策をををを知知知知っっっっ

ていますかていますかていますかていますか。。。。                                                                    （（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてに○すべてに○すべてに○すべてに○))))    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）の略称 

 

 

問問問問 22222222    あなたはあなたはあなたはあなたは，，，，配偶者暴力防止法配偶者暴力防止法配偶者暴力防止法配偶者暴力防止法((((※※※※))))についてについてについてについて知知知知っていますかっていますかっていますかっていますか。。。。    

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１つに○１つに○１つに○１つに○））））    

    

    

    

    

    

    
 

※ 正式名称「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」。配偶者からの暴

力に関する相談等の体制を整備することにより，配偶者からの暴力を防止し，被害者の保護

を図ることを目的として，平成 13 年 10 月に施行されました。 

 

 

  

 

１ 京都市ＤＶ(※)相談支援センターでのＤＶ専門相談やカウンセリングの実施 

２ 京都市男女共同参画センター ウィングス京都での暴力専門相談の実施 

３ 京都府の一時保護や母子生活支援施設への入所支援 

４ 住民基本台帳の閲覧等の制限 

５ 京都市民間緊急一時保護施設（民間シェルター）補助金交付事業 

６ 市営住宅優先入居の実施 

７ ＤＶ被害者のための居場所づくり事業や自立支援講座の実施 

８ ＤＶ被害を受けた母子のための心理回復プログラムの実施 

９ 配偶者暴力防止に関するシンポジウムの開催や各種講演活動の実施 

10 ＤＶ相談啓発リーフレット，カードの配布，活用 

11 配偶者等からの暴力をなくす期間（１１月１２日から２５日）における電光掲

示板・区役所等のパネル展示等 

12 京都タワーの紫色ライトアップ及び京都駅前街頭啓発（パープルリボンキャンペーン） 

13 京都市営地下鉄における啓発（トラフィカ京カード，地下鉄車内ポスター広告） 

14 その他（具体的に                          ） 

15 知っているものはない 

 

１ 法律があることも，その趣旨も知っている 

２ 法律があることは知っているが，内容は知らない 

３ 法律があることも，その趣旨も内容も知らない 
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問問問問 23232323    あなたのあなたのあなたのあなたの性別性別性別性別はどちらですかはどちらですかはどちらですかはどちらですか。。。。    

 

 

 

問問問問 24242424    あなたのあなたのあなたのあなたの年齢年齢年齢年齢（（（（満年齢満年齢満年齢満年齢））））はおいくつですかはおいくつですかはおいくつですかはおいくつですか。。。。    

 

 

 

 

問問問問 25252525    あなたのあなたのあなたのあなたの世帯構成世帯構成世帯構成世帯構成はははは，，，，次次次次のうちどれにあたりますかのうちどれにあたりますかのうちどれにあたりますかのうちどれにあたりますか。。。。    

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１つに○１つに○１つに○１つに○））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問問問 26262626    あなたのあなたのあなたのあなたの就労状況就労状況就労状況就労状況はははは次次次次のどれにあたりますかのどれにあたりますかのどれにあたりますかのどれにあたりますか。。。。        

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１つに○１つに○１つに○１つに○））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    問問問問27272727    あなたのあなたのあなたのあなたの昨年昨年昨年昨年１１１１年間年間年間年間のののの収入収入収入収入（（（（税込税込税込税込みみみみ））））はははは，，，，おおよそいくらでしたかおおよそいくらでしたかおおよそいくらでしたかおおよそいくらでしたか。。。。    

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１つに○１つに○１つに○１つに○））））    

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 男           ２ 女 

 

１ 20 歳代        ２ 30 歳代       ３ 40 歳代   

４ 50 歳代        ５ 60 歳代       ６ 70 歳以上 

 

 

１ 自分一人だけの世帯（単身世帯） 

２ 夫婦（事実婚を含む）のみの世帯 

３ 親と子（一番下の子が 18 歳未満）の世帯  

４ 親と子（一番下の子が 18 歳以上）の世帯 

５ 親と子夫婦の世帯（２世代世帯） 

６ 親と子夫婦と孫の世帯（３世代世帯） 

７ その他（具体的に           ） 

 

１ 正職員・正社員         ２ 派遣社員・パート・アルバイト 

３ 自営業（農林業を含む）     ４ 家事手伝い・内職 

５ 学生              ６ 無職 

７ その他の仕事（具体的に       ） 

ああああ    なななな    たたたた    ごごごご    自自自自    身身身身    のののの    ここここ    とととと    にににに    つつつつ    いいいい    てててて    おおおお    聞聞聞聞    きききき    しししし    まままま    すすすす        

１ 働いていなかったので，収入はない  

２ （家族名義になっているので）自分名義の収入はない 

３ １０３万円未満        ４ １０３～２００万円未満 

５ ２００～３００万円未満    ６ ３００～４００万円未満 

７ ４００～５００万円未満    ８ ５００～７００万円未満 

９ ７００～１，０００万円未満  10 １，０００万円以上   
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京都市京都市京都市京都市のののの配偶者等配偶者等配偶者等配偶者等からのからのからのからの暴力暴力暴力暴力のののの防止防止防止防止にににに関関関関するするするする施策施策施策施策についてについてについてについて，，，，ごごごご意見意見意見意見などなどなどなど自由自由自由自由にににに

おおおお書書書書きくださいきくださいきくださいきください。。。。    
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。 

自自自自    由由由由    記記記記    載載載載    欄欄欄欄    



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力に関する市民意識調査 報告書 
 

発行年月 平成２７年２月 

 京都市文化市民局 共同参画社会推進部 男女共同参画推進課 

 〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地 

  TEL（075）222-3091 ／ FAX（075）222-3223 

 

京都市印刷物 第２６３１７２号 

 


